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自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で

市
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

市
の
仕
事
に
対
し
て
、「
サ
ー
ビ

ス
は
、
一
律
・
公
平
・
公
正
が

原
則
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る

人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
課
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
の

対
応
は
全
地
域
一
律
で
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

同
じ
市
内
で
あ
っ
て
も
、
地

域
の
歴
史
は
異
な
り
、
子
ど
も

が
多
い
地
域
・
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
地
域
・
商
店
街
が
あ
る

地
域
・
田
園
が
広
が
る
地
域
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
り
、

課
題
も
異
な
り
ま
す
。

地域から始ま る新たなまちづくり 地域から始ま る新たなまちづくり る新たなまちづくり 
わたしたちでやりたいことがある―― 

地域自治組織による 
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な
か
な
か
実
現
し
に
く
い
の
が

現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
自
治
意

識
を
高
め
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
て
活
動
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
こ
の
地
域
は
こ

こ
が
問
題
で
、
こ
う
す
れ
ば
も

っ
と
良
く
な
る
」「
こ
の
地
域
で

は
こ
ん
な
こ
と
が
し
た
い
」
な

ど
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ

ん
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
思
い
も
、

市
が
中
心
と
な
っ
て
全
地
域
一

律
に
対
応
す
る
行
政
だ
け
で
は
、

地
域
の
現
状

わ
た
し
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
は
、
自
治
会
を
は
じ
め
、
子

ど
も
会
、
老
人
会
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
活
動
し
、
日
々
の

生
活
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
共
働
き
世
帯
や
核
家
族
が

増
え
る
な
ど
世
帯
構
造
が
変
化

す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
地
域

の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
安
否

確
認
が
で
き
な
い
、
子
育
て
に

悩
ん
だ
と
き
の
相
談
相
手
が
い

な
い
な
ど
、
新
た
な
地
域
課
題

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
動
の
核
で
あ

る
自
治
会
へ
の
加
入
率
の
低
下

や
役
員
の
高
齢
化
、
住
民
の
無

関
心
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
自

治
会
が
担
っ
て
い
た
防
災
・
防

犯
・
清
掃
な
ど
の
地
域
活
動
の

衰
退
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
下
グ
ラ
フ
参
照
）
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課題
はさ
まざま…

地域
によ
って



地域から始ま  る新たなまちづくり 地域から始ま  る新たなまちづくり 地域から始ま 
――わたしたちの地域だから、 

地域自治組織による 地域自治組織による 

こ
れ
か
ら
の
進
め
方

将
来
的
に
は
、
市
内
の
す
べ

て
の
地
域
に
、地
域
自
治
組
織
を

設
置
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、こ
の
取
り
組
み
は
、新

た
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
取

り
組
み
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は

モ
デ
ル
地
域
で
地
域
自
治
組
織

を
設
置
し
、
必
要
に
応
じ
て
制

度
を
見
直
し
な
が
ら
、
全
地
域

に
広
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
各
地
域
で
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
、
市
は
、
こ
の
地
域

自
治
組
織
に
対
し
て
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
財
源
を

お
渡
し
し
、
側
面
的
に
人
的
支

援
も
行
い
ま
す
。

な
単
位
で
行
う
と
い
う
「
補
完

性
の
原
理
」
を
基
本
に
、
地
域

の
力
を
結
集
し
、
身
近
な
地
域

の
課
題
を
話
し
合
い
、
解
決
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
自
治
組
織
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

市
で
は
、
地
域
に
住
ん
で
い

る
人
が
考
え
、
各
地
域
が
そ
れ

ぞ
れ
の
実
情
に
合
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
え
る
よ
う
、
「
地
域

自
治
組
織
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
域
自
治
組
織
と
は
、
自
治

会
を
核
に
、
一
定
の
区
域
を
単

位
と
し
て
、
地
域
住
民
や
各
種

団
体
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
す

る
も
の
で
、
地
域
を
代
表
す
る

組
織
で
す
。

ま
た
、
地
域
自
治
組
織
は
、

地
域
の
将
来
像
を
考
え
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
「
地
区
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
を
つ
く
り
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域

に
任
せ
、
地
域
で
で
き
な
い
こ

と
（
ま
た
は
非
効
率
な
こ
と
）

は
、
市
や
国
・
県
な
ど
の
大
き

地方自治
体 

財源 

3 平成20年２月号

地域自治組織によるまちづくりの仕組み 

【地域自治組織】 

地域（団体・地域住民など） 

自治会 

市役所 
地区まちづくり計画の

策定とその実施、独自

サービスの提供など 

婦人会 

地域住民 

ＮＰＯ 

企業（商工団体） 
そのほかの団体 

民生委員・児童委員 

ＰＴＡ 老人会 

支援（財源・人） 

協力 
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次
の
人
は
、
そ
れ
ま
で
の
健

康
保
険
（
国
民
健
康
保
険
、
被

用
者
保
険
）
を
脱
退
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

対
象

●

75
歳
以
上
の
人
全
員
（
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
）

●

65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
人
…
申
請
に
よ
り
、

制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●

４
月
１
日
現
在
で
、
75
歳
以

上
の
人
お
よ
び
65
歳
〜
74
歳
で

老
人
保
健
医
療
制
度
か
ら
移
行

す
る
人
に
は
、
３
月
下
旬
に
被

保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

●

４
月
２
日
以
降
に
75
歳
に
な

る
人
に
は
、75
歳
の
誕
生
日
の
前

に
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

●

障
が
い
認
定
の
申
請
を
し
た

人
に
は
、
認
定
後
に
被
保
険
者

証
を
交
付
し
ま
す

※
被
保
険
者
証
は
、
１
人
１
枚

交
付
し
ま
す
。

希
望
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ

を
対
象
に
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
つ
い
て
の
出
前
講
座
を

実
施
し
ま
す
。

申
し
込
み

希
望
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
、後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
ま
た
は
医
療
保
険
課
へ

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、
希

望
す
る
日
時
に
実
施
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
会
場
の
手
配
・
準
備
な
ど
は
、

各
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、

４
月
１
日
か
ら
、
現
行
の
老
人

保
健
医
療
制
度
に
か
わ
り
、
75

歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
を
対
象

に
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が

始
ま
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、都

道
府
県
ご
と
に
す
べ
て
の
市
区

町
村
が
加
入
し
た
広
域
連
合
が

運
営
す
る
医
療
保
険
制
度
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
1
津
０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８
３
）

医
療
保
険
課
（
1
@1
５
５
５
２
）

制
度
に
加
入
す
る
人

区　分 

被保険者の資格を取得する日 

4月1日現在で75歳以上の人 4月1日 

4月1日 

75歳の誕生日 

認定を受けた日 

4月2日以降に75歳になる人 

65歳～74歳で老人保健資格を取得している人 
（申し出により、加入しないこともできます） 

65歳～74歳で一定の障がいがあり、広域連合 
の認定を受けた人 

被保険者となる日 

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）を

交
付
し
ま
す

出
前
講
座



5 平成20年２月号

保
険
料
の
軽
減

次
の
人
は
、
保
険
料
の
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●

低
所
得
世
帯
の
人
（
左
表
の

と
お
り
）

●

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
前
日
に
、
被
用
者
保
険

（
※
）
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い

た
人

制
度
加
入
か
ら
２
年
間

は
５
割
軽
減
（
所
得
割
額
は
免

除
）、
た
だ
し
、
平
成
20
年
度
の

み
、
４
月
〜
９
月
の
保
険
料
は

無
料
、
10
月
〜
平
成
21
年
３
月

は
９
割
軽
減

※
被
用
者
保
険
と
は
、
政
府
管

掌
健
康
保
険
・
企
業
の
健
康
保

険
・
船
員
保
険
・
公
務
員
の
共

済
組
合
な
ど
で
、
国
民
健
康
保

険
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

減
免
措
置

災
害
に
遭あ

っ
た
り
、
生
活
困

窮
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
著

し
く
困
難
で
、一
定
の
基
準
を
満

た
す
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付

４
月
か
ら
、
原
則
と
し
て
、

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
年
金
天
引

き
（
特
別
徴
収
）
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
１
回
当
た
り
、
介

護
保
険
料
と
の
合
算
額
が
、
年

金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
人
な
ど
は
、
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
（
普
通

徴
収
）
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
災
害
な
ど
の
特
別
な

事
情
が
な
い
の
に
保
険
料
を
滞

納
す
る
と
、
被
保
険
者
証
を
返

還
し
、
有
効
期
間
の
短
い
「
短

期
被
保
険
者
証
」、
ま
た
は
、
医

療
費
が
10
割
負
担
と
な
る
「
被

保
険
者
資
格
証
明
書
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
三
重
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

:/
/
w
w
w
.7
5
iryo
.b
iz-

w
e
b
.jp
/

）
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
給
付
に
つ
い
て
は
３
月
号
で

紹
介
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

す
べ
て
の
被
保
険
者
に
対
し
て
、

保
険
料
を
算
定
・
賦
課
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
医
療
給
付
な
ど

を
行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
を

も
と
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
算
定
し
ま
す
。

普通徴収の納期

特別徴収の徴収月

※４月・６月・８月は、前々年中の所得により算定した額が徴収（仮
徴収）されます。

第１期

７月

第２期

８月

第３期

９月

第４期

10月

第５期

11月

第６期

12月

第７期

１月

第８期

２月

第９期

３月

４月 ６月 ８月 10月 12月 翌年２月

算定方法 

保険料＝均等割額＋所得割額 

所得割額＝（基礎控除後の総所得金額など－基礎控除額〔33万円〕）×所得割率 

※保険料の上限額は、年額50万円です。 

三重県の均等割額と所得割率 （平成20年度～平成21年度） 

● 

● 

均等割額…36,758円 

所得割率…6.79％ 

※均等割額と所得割率は、原則として県内均一で２年ごとに見直します。 

保
険
料

被保険者および世帯主の総所得金額等の合計が下記の金額の世帯

保険料の軽減（低所得世帯の人）

※軽減の判定をするときは、65歳以上の人の公的年金等に係る所得については、
その所得から15万円を差し引いて判定します。

33万円以下

（33万円 ＋ 24.5万円 × 当該世帯の被保険者の数）以下
〈被保険者である世帯主を除きます〉

軽減割合

７割軽減

５割軽減

２割軽減（33万円 ＋ 35万円 × 当該世帯の被保険者の数）以下
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所
得
税
の
確
定
申
告

■
申
告
書
の
作
成
会
場
・
受
け

付
け
・
相
談

と
き

２
月
14
日
（木）
〜
３
月
17

日
（月）
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館
（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）

会
場
で
は
、
職
員
に
よ
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
申
告
書
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
パ
ソ
コ
ン
で
使
用
す

る
シ
ス
テ
ム
は
、
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

n
ta.g
o
.jp
/

）
に
あ
る
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
と
同

じ
シ
ス
テ
ム
で
す
の
で
、
来
場

前
に
は
、
ぜ
ひ
同
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
宅
な
ど
で
確
定
申
告
書
を

作
成
し
た
人
は
、
で
き
る
だ
け
、

電
子
申
告
す
る
か
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

■
電
話
相
談

２
月
１
日
（金）
〜
３
月
17
日
（月）

の
間
、
所
得
税
の
確
定
申
告
に

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
・

県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
、
申
告
書
の
作
成
会

場
を
開
設
し
、
作
成
・
受
け
付

け
・
相
談
を
行
い
ま
す
。
書
き

方
な
ど
が
分
か
ら
な
い
人
は
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
間
中
は
、
作
成
会

場
以
外
（
税
務
署
・
市
役
所
・

各
総
合
支
所
・
各
支
所
）
で
の

申
告
書
の
受
け
付
け
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

関
す
る
電
話
で
の
相
談
は
、
伊

勢
税
務
署
に
電
話
し
、
自
動
音

声
案
内
に
従
っ
て
「
０
」（
確
定

申
告
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
申
告

■
申
告
書
の
作
成
会
場

と
き

２
月
18
日
（月）
〜
３
月
17

日
（月）
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館
（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）

■
受
け
付
け
・
相
談

と
き

２
月
14
日
（木）
〜
３
月
17

日
（月）
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館
（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）

■
巡
回
相
談

と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象
地
区

７

ペ
ー
ジ
表
①
の
と
お
り

※
巡
回
相
談
は
、
簡
易
な
申
告

が
対
象
で
す
。
青
色
申
告
、
新

た
に
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け

る
た
め
の
申
告
、
譲
渡
所
得
の

申
告
な
ど
は
、
巡
回
相
談
で
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
申
告
書
の
作
成
会
場
（
シ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

平成20年１月１日現在、
市内に住んでいました
か？ 

伊勢市への申告は不要です。 
１月１日現在に住んでいた市区町村で、申
告が必要かを確認してください。 
（７ページ「国民健康保険料の申告」参照） 

あなたは市・県民税の申告が必要でしょうか？ 

スタート 

いいえ 

はい 

平成19年中に何らかの
収入がありましたか？ 

市・県民税の申告は不要です。 
（７ページ「国民健康保険料の申告」参照） いいえ 

はい 

税務署へ所得税の確定
申告書を提出しますか？ 

市・県民税の申告は不要です。 
はい 

いいえ 

給与・公的年金以外に
所得はありましたか？ 

営業・農業・不動産などの所得がある人は、
市・県民税の申告が必要です。 はい 

いいえ 

平成20年１月１日現在、
給与や公的年金を受給
していましたか？ 

〈給与の支払いを受けていた人〉 
給与支払い者から市役所へ給与支払
報告書が提出されている場合は、市・
県民税と国民健康保険料の申告は不
要です。 
ただし、報告書の内容とは別に所得
控除を受ける場合は、市・県民税の
申告が必要です。 
報告書について不明な人は給与支払
い者に問い合わせてください。 

〈公的年金を受給していた人〉 
課税対象となっている年金を受給し
ている場合は、年金支給者から市役
所へ報告があるため、特別な場合を
除き、市・県民税と国民健康保険料
の申告は不要です。 
ただし、報告書の内容とは別に所得
控除を受ける場合は、市・県民税の
申告が必要です。 

平成19年中に会社などを退職した人は、市・
県民税の申告が必要です。 
ただし、給与支払い者から市役所へ給与支
払報告書が提出されている場合は不要です。 

いいえ 

はい 

市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
…
課
税
課
市
民
税
係
（
1
@1
５
５
３
４
）

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
…
伊
勢
税
務
署
（
1
@8
３
１
９
１
）

〔
担
当：

個
人
課
税
部
門
〕

※
自
動
音
声
案
内
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま
す
。

の
お
知
ら
せ 

市
・
県
民
税
の
申
告 

所
得
税
の
確
定
申
告 
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申
告
期
限

３
月
17
日
（月）

受
け
付
け
場
所

医
療
保
険
課
（
1
@1
５
５
５
１
）

二
見
総
合
支
所
生
活
環
境
課

（
1
$2
１
１
１
２
）

小
俣
総
合
支
所
生
活
環
境
課

（
1
@2
７
８
６
１
）

御
薗
総
合
支
所
生
活
環
境
課

（
1
@2
０
２
３
５
）

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
人
へ

■
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

申
告
書
の
提
出
先
は
、
平
成

20
年
１
月
１
日
現
在
、
住
ん
で

い
た
市
区
町
村
で
す
。

申
告
期
限

３
月
17
日
（月）

提
出
物

住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
申
告
書
、源
泉
徴
収
票

提
出
先

●

申
告
書
に
記
載
済
み
の
場
合

…
課
税
課
、
各
総
合
支
所

●

申
告
書
の
記
載
相
談
が
必
要

な
場
合
…
申
告
書
の
作
成
会
場
、

市
・
県
民
税
の
申
告
の
巡
回
相

談
会
場

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
う

場
合
は
、確
定
申
告
書
と
一
緒
に

税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申告するときに必要な物

■共通して必要な物
●申告書
●印鑑

■所得を申告するために必要となる主な物
●給与所得者・年金受給者は源泉徴収票（コピ

ー不可）、それ以外の人で収入がある人は収支内

訳書とその内容が確認できる物

■控除を申告するために必要となる主な物

〈社会保険料控除を受ける人〉
●健康保険料などの支払い金額が分かる物

※国民年金保険料の控除を受ける場合は証明書

類が必要です。

〈生命保険料控除・地震保険料控除を受ける人〉
●保険会社から発行される保険料控除証明書

〈障害者控除を受ける人〉
●障害者手帳または障害者控除対象者認定書

※障害者控除対象者認定書の交付は、65歳以上で

介護保険の要支援・要介護認定を受けている人

国
民
健
康
保
険
料
の
申
告

１
月
１
日
以
降
、
市
内
に
転

入
し
た
人
や
、
平
成
19
年
中
に

収
入
が
な
か
っ
た
人
で
も
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
申

告
が
必
要
で
す
。

な
お
、
申
告
書
は
２
月
中
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

が対象です。交付の可否は介護保険課（1@15647）

へ問い合わせてください。

〈医療費控除を受ける人〉
●平成19年１月１日～12月31日に支払った医療

費の領収書とその内容が確認できる医療費の明

細書（合計金額が分かるように記載してある物）
●介護保険関係の支払いがあった場合は、指定

介護老人福祉施設利用料等領収書など
●保険金や高額医療費により補てんされた金額

が確認できる書類

〈住宅に関する控除を受ける人〉
●請負契約書の写しなど〔必要な書類が多いた

め、詳しくは、申告書の作成会場（シティープ

ラザ）で相談してください〕

※住宅に関する控除とは、住宅借入金等特別控

除・バリアフリー改修等住宅借入金等特別控除・

住宅耐震改修特別控除です。

■所得税の還付を受ける場合に必要な物
●申告者名義の口座が分かる物

表①　市・県民税の申告（巡回相談） 

※時間は、午前９時～正午、午後１時～４時です。   
※国民健康保険料の申告相談は行いません。 

と　き 

２月18日(月)

２月19日(火)

２月20日(水)

２月21日(木)

２月22日(金)

２月25日(月)

２月26日(火)

２月27日(水)

２月28日(木)

２月29日(金)

３月03日(月) 
　～07日(金)

● 小俣公民館・１階第１会議室 

● 伊勢農業協同組合・伊勢支店 

● 二見生涯学習センター・２階研修室４ 
● 御薗公民館・２階講堂 

● 沼木農村環境改善センター 
● 小俣公民館・１階第１会議室 

● 宮本地区コミュニティセンター 
● 小俣公民館・１階第１会議室 

● 生涯学習センターいせトピア・１階会議室１ 
● 小俣公民館・１階第１会議室 

● 大湊地区コミュニティセンター 
● 御薗公民館・２階講堂 

● 豊浜地区コミュニティセンター 
● 御薗公民館・２階講堂 

● 北浜地区コミュニティセンター 
● 御薗公民館・２階講堂 
 

● 北浜地区コミュニティセンター 
● 二見生涯学習センター・２階研修室４ 

● 城田地区コミュニティセンター 
● 二見生涯学習センター・２階研修室４ 

● 神社地区コミュニティセンター 
● 二見生涯学習センター・２階研修室４ 

神社地区 
二見町 
城田地区 
二見町 
北浜地区 
二見町 
北浜地区 
御薗町 
豊浜地区 
御薗町 
大湊地区 
御薗町 

四郷地区 

浜郷地区 
小俣町 
宮本地区 
小俣町 
沼木地区 
小俣町 
二見町 
御薗町 

小俣町 ３月10日(月) 
　～14日(金)

ところ 対象地区 
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市税などは 市税などは 市税などは 

納期内に 納期内に 納期内に 納めてください 納めてください 納めてください 
収税課（1@15537）

固
定
資
産
な
ど
の
名
義
変
更

口
座
振
替
し
て
い
る
固
定
資

産
や
軽
自
動
車
の
名
義
を
変
更

し
た
場
合
、
新
た
な
納
税
義
務

者
で
の
口
座
振
替
の
申
し
込
み

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
納
税
義
務
者

と
な
っ
た
人
が
、
す
で
に
そ
の

税
目
を
口
座
振
替
し
て
い
る
場

合
は
、
再
度
申
し
込
む
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

市
税
の
納
期
を
過
ぎ
て
も
納

付
し
な
い
人
に
は
、
文
書
・
口

頭
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、
特
別
な
事
情
も
な

く
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、
財

産
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

市
税
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

人
は
、
早
急
に
納
付
す
る
か
、

納
付
方
法
を
収
税
課
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
付
書
を
な
く
し
た

場
合
は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

税
金
は
、
都
市
基
盤
・
産
業

基
盤
・
生
活
環
境
の
整
備
、
福

祉
の
充
実
、
文
化
の
向
上
な
ど
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
税
や
保
険
料
な
ど
は
、
口

座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
納
期
限
の
日
に
指
定
さ

れ
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付

さ
れ
る
の
で
、
納
期
ご
と
に
納

め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
う
っ

か
り
納
め
忘
れ
る
と
い
う
こ
と

も
な
く
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

百
五
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
重

銀
行
、
中
京
銀
行
、
第
三
銀
行
、

三
重
信
用
金
庫
、
東
海
労
働
金

庫
、
伊
勢
農
業
協
同
組
合
、
三

重
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

未
納
の
人
は

納
付
ま
た
は
相
談
を

口座振替できる税目など

税目など

市・県民税

固定資産税・都市計画税

軽自動車税

国民健康保険料

介護保険料　

住宅使用料

住宅新築資金等貸付償還金

放課後児童クラブ利用料

保育料

老人保護措置費負担金

幼稚園保育料（市立）

小俣駐車場貸付料

吹上駐車場使用料

墓地管理手数料　

下水道使用料

下水道受益者負担金

下水道区域外流入協力金

農業集落排水事業使用料

農業集落排水事業分担金

水道料金

収税課徴収第二係（1@15537）

医療保険課国民健康保険料係（1@15551）

介護保険課介護保険料係（1@15564）

建築住宅課住宅係（1@15596）

こども課こども育成係（1@15561）

こども課保育係（1@15579）

長寿課長寿係（1@15559）

教育総務課総務係（1@27875）

管財契約課庁舎管理係（1@15526）

環境課生活衛生係（1@15541）

料金課上下水道料金係（1@15601）

料金課上下水道料金係（1@15614）

問い合わせ先

４
月
20
日
就
航
予
定
！ 

宇
治
山
田
港
〜
中
部
国
際
空
港
 

お
伊
勢
サ
ン
ラ
イ
ン
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伊
勢
市
公
平
委
員
会
委
員
に
、

深
津
睦
夫
さ
ん
（
楠
部
町
）
が
、

12
月
市
議
会
で
選
任
同
意
さ
れ
、

12
月
26
日
付
け
で
就
任
し
ま
し

た
。 監

査
委
員

監
査
委
員 

公
平
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員 

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員 

監
査
委
員 

公
平
委
員
会
委
員 

教
育
委
員
会
委
員 

が
決
ま
り
ま
し
た

が
決
ま
り
ま
し
た 

が
決
ま
り
ま
し
た 

伊
勢
市
公
平
委
員
会
委
員

職
員
課
（
1
@1
５
５
０
５
）

教
育
委
員
会
の
角
前
泰
之
教

育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後

任
に
、
熊
谷
渉
さ
ん
（
旭
町
）

が
、
12
月
市
議
会
で
任
命
同
意

さ
れ
、
12
月
23
日
付
け
で
就
任

し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
20
日
に
開
催
さ

れ
た
教
育
委
員
会
会
議
で
、
角

前
泰
之
教
育
委
員
長
の
任
期
満

了
に
伴
う
後
任
に
楠
田
英
子
さ

ん
（
宮
後
３
丁
目
）
、
同
委
員

長
職
務
代
理
者
に
川
上
長
歳
さ

ん
（
勢
田
町
）
が
選
ば
れ
、
12

月
23
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

伊
勢
市
教
育
委
員
会
委
員

教
育
総
務
課
（
1
@2
７
８
７
５
）

伊
勢
市
監
査
委
員
の
う
ち「
議

員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
監
査

委
員
」
に
、
品
川
幸
久
さ
ん
（
一

之
木
）
が
、
12
月
市
議
会
で
選

任
同
意
さ
れ
、
12
月
４
日
付
け

で
就
任
し
ま
し
た
。

伊
勢
市
監
査
委
員

職
員
課
（
1
@1
５
５
０
５
）

（敬称略）

教育委員名簿（12月23日現在）

役職名

教育委員長 楠田 英子

教育委員長
職務代理者 川上 長歳

教育委員 岡本 國孝

教育委員 熊谷 渉

教育長 疋田 勇

氏名

時
刻
表
と
運
賃

時
刻
表
と
運
賃
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

就
航
記
念
乗
船
会
の

参
加
者
を
募
集

お
伊
勢
サ
ン
ラ
イ
ン
の
就
航

を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
末
永
く

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

記
念
乗
船
会
を
開
催
し
ま
す
。

乗
船
会
で
乗
船
を
希
望
す
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

と
き

４
月
19
日
（土）

※
荒
天
の
場
合
は
、
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

集
合
場
所

宇
治
山
田
港
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
（
下
野
町
）

応
募
資
格

市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
数

５
０
０
人
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み

２
月
１
日
（金）
〜
20

日
（水）（
当
日
消
印
有
効
）に
、
往

復
は
が
き
に
乗
船
を
希
望
す
る

人
の
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
（
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
は
事
業
所
名
ま

た
は
学
校
名
・
そ
の
所
在
地
）

を
記
入
し
、
交
通
政
策
課
（
〒

516
│

8601
岩
渕
１
丁
目
７
│

29
）へ

※
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
応
募

で
き
ま
す
。

※
乗
船
会
で
は
３
回
の
運
航
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
乗
船
す

る
便
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
乗
船
時
間
は
２
時
間
程

度
で
す
。

※
乗
船
会
で
は
、
中
部
国
際
空

港
へ
の
着
岸
は
行
い
ま
せ
ん
。

お伊勢サンラインのメインロゴ

４
月
４
月
20
日
就
航
予
定
！

日
就
航
予
定
！ 
４
月
20
日
就
航
予
定
！ 
４
月
20
日
就
航
予
定
！ 

宇
治
山
田
港
〜
中
部
国
際
空
港

宇
治
山
田
港
〜
中
部
国
際
空
港
 

宇
治
山
田
港
〜
中
部
国
際
空
港
 

お
伊
勢
サ
ン
ラ
イ
ン
 

お
伊
勢
サ
ン
ラ
イ
ン

交
通
政
策
課
（
1
@1
５
５
９
３
）

運賃表（予定） 時刻表（予定） 

大人 

小人 

便 

1 

2 

3 

4 

5 

6

中部国際空港 

08：10 

10：40 

13：10 

17：10 

19：40 

22：10

宇治山田港 

09：05 

11：35 

14：05 

18：05 

20：35 

23：05

 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

※運賃は片道分です。 

2,600円 

1,300円 

便 

1 

2 

3 

4 

5 

6

宇治山田港 

06：30 

09：30 

12：00 

16：00 

18：30 

21：00

中部国際空港 

07：25 

10：25 

12：55 

16：55 

19：25 

21：55

 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

工事の様子

お伊勢サンラインの
サブロゴ



（敬称略）

宇治館町 

宇治今在家町（高麗広） 

宇治中之切町 

宇治浦田1丁目 

宇治浦田2丁目 

宇治浦田3丁目 

滝倉団地（宇治浦田3丁目） 

桜木町 

桜木町 

中之町 

五十鈴地区 

倉田山地区 

厚生地区 

宮川地区 

港地区 

小谷 　芳子 

宮嶋 　　優 

上村 　博子 

横田 　弘子 

和谷 　智惠 

上田 みゑ子 

  （未定） 

福嶋 　裕子 

橋川 　峯子 

浦 　　圭子 

@5

@4

@2

@5

@2

@5

@4

@5

@3

7415 

2296 

3419 

2745 

1324 

5869 

 

1307 

3811 

5397

担当地区 氏　名 電話番号 担当地区 氏　名 電話番号 担当地区 氏　名 電話番号 

五十鈴ヶ丘、楠部町、中村町 

桜が丘 

古市町　古市扱い（久世戸・楠部） 

古市町、勢田町 

倭町扱い（楠部・神田久志本町） 

船江山（勢田町）、永代山 

勢田町自由ヶ丘 

中村町、宇治浦田1丁目 

中村町月見ヶ丘 

楠部町 

山際　 裕史 

  （未定） 

山口 夫由紀 

上坂　 康代 

川上 久視雄 

岳下　 幸江 

林　 　淳子 

田中 さち子 

西村　 直子 

泉　 　典子 

@3

@8

@4

@2

@4

@5

@3

@4

@2

2480 

 

7864 

3622 

0647 

7125 

3723 

6000 

0905 

2570

楠部町、向陽台、松尾、袴越、御幸通 

楠部町（緑が丘） 

倭町，勢田町、楠部町、古市町 

一宇田町 

朝熊町 

朝熊町 

朝熊町 

鹿海町1～11 

鹿海町12～16、杜の宮 

川井 　　武 

中西 さち江 

長谷川 安二 

松本 百合子 

西岡 　作雄 

中西 　壽子 

　口 　孝子 

奥野 　美男 

中井 　典代 

@2

@5

@6

@5

@4

@4

@3

@2

@8

1773 

9107 

2227 

1748 

7517 

6416 

0641 

4890 

0361

尾上町 

岡本1丁目 

岡本2丁目1～10 

岡本2丁目11～ 

岡本3丁目 

岩渕1丁目 

岩渕2丁目 

岩渕3丁目 

吹上1丁目 

森野 代美子 

岩　 　弘子 

塩見 千鶴子 

  （未定） 

中村 　照代 

竹田 　昌子 

晝川 　楠茂 

御堂 美知子 

青木 　昭一 

@5

@5

@4

@4

@8

@8

@8

@8

4990 

2508 

9428 

 

8501 

4785 

0953 

4540 

0725

吹上2丁目1～8 

吹上2丁目9～13 

河崎1丁目 

河崎2丁目1～17 

河崎2丁目18～27 

河崎3丁目 

船江1丁目1～7 

船江1丁目8～20 

船江2丁目1～19

浦田 まり子 

中瀬 美津子 

今橋 　幸子 

川本 　晃子 

大西 きみ子 

廣 　アキ子 

  （未定） 

松岡 　栄子 

坂田 　　守 

@5

@8

@8

@5

@8

@5

@8

@4

3775 

9078 

6349 

4770 

2840 

1568 

 

9605 

1604

船江2丁目20～33 

船江3丁目 

船江4丁目1～9 

船江4丁目10～18 

船江4丁目19～23 

岡本扱いの勢田町500～699 

豊川、藤里町の一部 

増川 加惠子 

伊坂 　弘子 

山　 　順子 

福村 　　清 

村田 　弘美 

板谷 ツヤ子 

林 　眞知子 

@4

@4

@4

@5

@3

@4

@5

5178 

2229 

3256 

6404 

5764 

0873 

4495

本町 

宮後1丁目 

宮後2丁目1～9 

宮後2丁目10～16 

宮後2丁目17～26 

宮後3丁目 

一之木1・2丁目 

辻村 　彰夫 

鳥羽 千久佐 

水谷 　幸子 

中川 　　肇 

横山 　敏一 

古　 　昌保 

大橋 まゆみ 

@5

@5

@8

@8

@8

@4

@5

2971 

1030 

2485 

4324 

1635 

0355 

2520

一之木3丁目1～4、6～10、13～18 

一之木3丁目5、11、12、19、20 

一之木4丁目 

一之木5丁目1～6 

一之木5丁目7～18 

一志町 

八日市場町 

辻 　紀美子 

中川 　きよ 

都倉 　　満 

廣田 　悦子 

谷口 　　玲 

宇野 志津子 

藤原 　早子 

@8

@8

@2

@4

@4

@5

@5

7620 

3830 

7626 

8857 

1211 

7626 

5161

大世古1丁目 

大世古2丁目 

大世古3丁目 

大世古4丁目 

曽祢1丁目 

曽祢2丁目 

村井 　　卓 

西 　榮二郎 

北村 日出子 

吉村 　光代 

橘 　美枝子 

山下 ふみゑ 

@8

@2

@8

@4

@8

@4

7230 

6137 

2429 

1972 

6751 

1937

宮町1丁目 

宮町2丁目 

常磐清井町・東町・西町 

清盛町・上町 

仲町・表町 

常磐町・西世古 

浦口1丁目 

浦口2丁目 

浦口3丁目 

朝比奈 喜美子 

玉村 　裕子 

中村 千鶴子 

奥野 千惠子 

玉村 　鈴代 

中東 　久江 

鈴木 由紀子 

山本 　芳子 

増田 　良夫 

@8

@8

@8

@8

@8

@5

@8

@8

@5

9941 

6235 

8577 

4555 

1874 

8662 

0483 

2942 

9419

二俣3・4丁目 

浦口4丁目、二俣2丁目 

浦口4丁目、二俣2丁目 

二俣1丁目 

辻久留台 

辻久留1丁目 

辻久留2丁目 

辻久留3丁目 

辻久留3丁目・宮川郷 

  （未定） 

山下 　正乃 

杉谷 　　誠 

古尾 　昭幸 

山中 富美子 

中西 　照子 

南 　　正之 

中村 　和子 

奥村 千嘉子 

@4

@8

@4

@8

@8

@3

@8

@4

 

3593 

3570 

3513 

2488 

2355 

4038 

4679 

1061

京町 

出雲町 

中島町、旭町 

小川町 

宮川1丁目1～8 

宮川1丁目9～13 

宮川2丁目 

北出 　雅宏 

中村 　榮子 

吉村 　容子 

長谷川 　勇 

伊藤 　　孝 

西山 　　清 

荒木 いづ子 

@8

@4

@8

@5

@5

@8

@5

3776 

4671 

5832 

9355 

7224 

1959 

7979

神社港 

神社港 

竹ヶ鼻町 

竹ヶ鼻町 

小木町 

小木町 

馬瀬町（馬瀬川より大湊町寄り） 

馬瀬町（馬瀬川より市街地寄り） 

下野町 

下野町 

村上 　純孝 

中井 美惠子 

中西 　藤春 

中西 　　忠 

藤原 　長八 

道端 　長七 

平賀 　竹子 

中北 　　透 

古川 香春子 

杉山 　　滋 

#6

#6

#6

#6

#6

#6

#6

#6

#6

#6

3772 

3304 

0229 

1522 

1360 

1652 

3430 

3924 

0737 

1618

港1・2部 

港3部 

港4部 

港5部（桧園、さつき園） 

港5部（桧園、さつき園以外） 

港6部 

神田久志本町、ブンキョウ、池原 

神田久志本町、ブンキョウ、池原 

神久1、2丁目 

神久3、4丁目 

松原 　治子 

湯田 　清巳 

加藤 　正忠 

山　 　好子 

西口 　隆子 

中岡 　正氣 

前田 　弘子 

古谷 　碩冶 

中川 　　洋 

関 　　一惠 

#6

#6

#6

#6

#6

#6

@2

@4

@5

@4

2354 

0053 

0794 

3257 

0998 

2433 

3717 

1860 

2864 

0143

神久5、6丁目 

黒瀬町 

黒瀬町 

黒瀬町 

通町 

通町 

一色町南（1～12・24番組） 

一色町北（13～23・25・26番組） 

田尻町 

奥野 ふみ子 

森口 佳津美 

酒徳 　勝己 

小森 　　攻 

堀 　　浩子 

出口 　昌子 

河北 つね子 

石原 　林重 

角前 　久孝 

@4

@4

@5

@5

@2

@2

@2

@2

#6

1965 

2392 

4757 

8400 

9620 

3736 

0914 

4585 

0250

皆さんの最も身近な相談者であり支援者でもある、民生委員・児童委員と主任児童委員が、昨年

12月１日、全国一斉に改選されました。

市内では、285人が厚生労働大臣から委嘱され、３年間、民生委員・児童委員として地域住民の

福祉向上に取り組みます。家庭や生活の問題など、気軽に相談してください。

新しい民生委員・児童委員が決まりました 新しい民生委員・児童委員が決まりました 新しい民生委員・児童委員が決まりました 

平成20年２月号 10

生活支援課（1@15557）



西豊浜町小川区 

上区（1班～6班） 

上区（7班～14班） 

森区・茶の山 

植山町 

磯町 

西豊浜町市営住宅 

西豊浜町市営住宅 

東豊浜町土路 

西条1～4・11・12・14組 

西条5～10・13組 

樫原町 

北部地区 

南部地区 

二見地区 

小俣地区 

御薗地区 

主任児童委員 

世木 　弘子 

中西 　　一 

奥野 とも子 

森田 　英二 

角谷 　治美 

楠 　　啓一 

上野 富美代 

  （未定） 

豊田 　政雄 

中村 　文英 

古野 　光春 

荒木田 修治 

#7

#7

#7

#7

#7

#7

#7

#7

#7

#7

#7

3302 

3001 

2867 

3307 

1515 

2844 

1896 

 

1103 

2370 

2154 

2579

担当地区 氏　名 電話番号 担当地区 氏　名 電話番号 担当地区 氏　名 電話番号 

有滝町1番組～6番組 

有滝町7番組～12番組 

村松町1番組～4番組 

村松町5～8番組 

村松町9番組～12番組 

東大淀町3～5番組、自衛隊、三軒屋 

東大淀町西組、1、2番組 

柏団地 

柏町 

野村町 

上地の上、中楽山 

上地の下 

辻 　　正美 

宮本 　咲子 

濱口 　絢生 

山中 　和子 

太田 　和子 

西村 　富子 

上井 志津子 

向井 　惠子 

浅沼 智惠子 

村田 　勝子 

中川 　誠祐 

中川 　さち 

#7

#7

#7

#7

#7

#7

#7

#8

#7

#7

@2

@2

1008 

2777 

0993 

3389 

0628 

3151 

7233 

1250 

1272 

2846 

4616 

4344

六軒屋、奥茂田 

上地の上、上地の下、中郷 

湯田野・中久保・十軒屋・さくら団地 

上地町城田団地 

粟野町 

粟野団地 

中須町 

中須町板東5～8班、市営住宅 

中須町板東1～4班、9～12班、辻組、下田組他 

川端町 

川端町 

野口 　宗昭 

中西 　邦郎 

吉田 　弥生 

  （未定） 

西井 　久男 

井上 　尚子 

鈴木 　正泰 

野間 　敬三 

西井 　義治 

山下 　裕美 

下川 　克美 

@5

@5

@5

@3

@5

@2

@2

@4

@4

@5

0835 

4307 

3895 

 

3288 

0392 

0495 

2407 

1547 

1008 

4836

勢田町千寿台 

勢田町1・2・23～28・31組 

勢田町3～10・11・18～22・29・30組 

勢田町12～17組 

ふじが丘 

藤里町　氏神、五斗代、藤ヒルズ（組） 

藤里団地 

前田 　道子 

市原 美代子 

岩瀬 直二三 

牧戸 　　之 

中村 　久司 

原 　みゆき 

野　 美代子 

@5

@6

@8

@3

@4

@3

@3

6408 

3112 

1624 

0430 

4499 

5356 

4788

藤里町  槍原、フォーラム、高土手（組） 

旭町 

前山町 

大倉町 

大倉うぐいす台 

佐八町 

津村町 

野島 みさと 

山寄 　久美 

荒木 　里美 

倉田 　利郎 

島田 　節子 

岡田 　敏男 

樋口 加代子 

@2

@2

@5

@2

@5

#9

#9

1879 

4873 

3486 

8283 

2622 

0762 

0703

昭和苑 

上野町いせ上野台 

上野町 

円座町 

神薗町 

横輪町 

矢持町 

松野 　吉子 

加藤 　博音 

岡 　　泰代 

小林 　初美 

中北 　金市 

中村 多津子 

岡 　豊太郎 

#9

#9

#9

#9

#9

#9

#9

1174 

1023 

1273 

0603 

1358 

0795 

0838

松下 

松下 

江 

江 

茶屋 

茶屋 

三津 

池村 　　功 

畑中 　京子 

松本 　　誠 

橋本 美知代 

黒田 　晴久 

阿竹 伊久子 

喜多 せい子 

$3

$3

$3

$3

$3

$3

$3

4413 

3343 

2921 

3243 

4730 

2125 

3635

三津 

山田原 

山田原 

溝口 

溝口 

荘 

荘 

姫子松 義春 

中井 　房惠 

北村 　峯記 

鈴木 　直子 

西川 　辰也 

大西 　三惠 

加藤 　正彦 

$3

$3

$3

$3

$2

$3

$3

2826 

3532 

4254 

2936 

1831 

2202 

4490

西         

西 

今一色 

今一色 

光の街 

光の街 

木村 　鐵夫 

森井 　昭子 

西川 紀代子 

江川 　武男 

濱條 　幸子 

杉岡 修一郎 

$3

$3

$3

$3

$3

$3

4164 

3434 

3008 

3902 

5311 

5505

第一部 

第一部 

栄町 

共敬 

東本町 

北本町 

西本町・清明 

南本町 

南本町       

上久保 

上久保 

上久保 

上惣 

六軒屋 

大西 　幸子 

宮門 　智之 

梅木 　幸枝 

宮門 　永治 

野口 　豊美 

能仁 　寛明 

楠田 満喜子 

  （未定） 

片田 みはる 

鈴木 　　保 

森下 　實枝 

山　 美惠子 

坂村 　春美 

宮本 　十二 

@2

@2

@2

@7

@2

@2

@5

@5

@4

@2

@4

@4

@5

0934 

2468 

0887 

5531 

2857 

4485 

6018 

2682 

1464 

2485 

2438 

6656 

9339

新出・米子 

新出・米子 

明野1 

明野2 

明野3 

明野3 

明野3 

明野4 

明野4 

明野4 

明野4 

明野5・6 

下小俣 

下小俣 

新居田 　教 

山中 　啓市 

芥川 喜久子 

松　 　正尚 

水戸 　三男 

青木 　洋子 

山口 　明美 

中村 　宏子 

松本 　武司 

山口 　高正 

松本 きみ子 

池田 多惠子 

辻 　　裕巳 

中村 　定一 

@2

@3

@5

@4

#7

@2

#7

#7

#7

#7

#7

#7

@5

@5

0486 

4566 

7516 

6169 

3235 

4530 

2359 

0581 

2269 

1480 

1752 

0512 

1899 

0863

中小俣 

中小俣 

大久保 

松倉 

高畑 

掛橋 

掛橋 

宮前・新川原 

宮前・新川原 

湯田 

湯田 

湯田 

東西新村 

荒木田 美佐子 

小幡 　曉美 

竹中 　直良 

中村 　　威 

小林 　孝弘 

大橋 よし子 

赤塚 　睦也 

奥村 　三男 

倉野 栄美子 

丹羽 　　勇 

山崎 　文男 

豊田 　泰弘 

山本 　節子 

@5

@2

@5

@2

@4

@4

@5

@8

@5

@3

@2

@2

@2

0362 

1815 

9699 

0839 

3047 

2689 

2786 

7749 

6880 

5088 

1408 

0492 

1631

高向1南 

高向1北（東） 

高向1北（西） 

高向第2 

高向第3 

高向第4 

高向第5 

高向東 

大西 美惠子 

  （未定） 

中村　 嶋根 

猪嶋　 秀雄 

中山 とも子 

  （未定） 

出馬　 信生 

村田 美恵子 

@5

@8

@5

@8

@5

@8

5910 

 

1731 

7125 

0550 

 

5073 

6899

高向西 

高向南 

高向北 

上長屋 

上・中長屋 

下長屋1 

下長屋2 

王中島（南） 

  （未定） 

安井 　　清 

森 　　美江 

倉世古 淳子 

古川 　勝久 

山本 　良行 

中野 　明彦 

中澤 　弘武 

@5

@8

@2

@4

@4

@4

@4

 

8512 

7056 

1752 

3259 

3931 

8013 

2366

王中島（北） 

新開南 

新開北（東） 

新開北（西） 

上條（前） 

上條（裏） 

小林 

世古口 秀子 

中島 　都子 

田村 　興亜 

中西 　武男 

川井 　直子 

奥田 賀代子 

山澤 　義貴 

#6

#6

#6

#6

#5

#6

#6

2580 

2553 

4605 

0638 

0466 

3623 

0687

五十鈴地区 

五十鈴地区 

五十鈴地区 

倉田山地区 

倉田山地区 

倉田山地区 

厚生地区 

厚生地区 

宮川地区 

宮川地区 

片谷　 秀夫 

野村 千賀子 

前田 世利子 

奥田　 敍子 

水谷　 典子 

久留　   満 

橋本 さち子 

荻田 美知子 

森　 　展子 

横橋 美保志 

@2

@8

@4

@8

#6

@7

@8

@4

@2

@3

2269 

4961 

9370 

2678 

1295 

3174 

8383 

6584 

3812 

7684

港地区 

港地区 

港地区 

北部地区 

北部地区 

北部地区 

北部地区 

北部地区 

南部地区 

南部地区 

宅間 　享子 

湯田 由佳里 

濱口 美惠子 

小林 　克米 

右京 奈美子 

大西 恵美子 

河村 　礼子 

村林 　眞子 

山本 　典生 

小林 えり子 

#6

#6

@4

@5

#7

#7

#7

#7

#9

@2

1599 

3352 

6208 

7954 

1663 

3615 

4837 

2611 

0849 

2027

南部地区 

二見地区 

二見地区 

小俣地区（小俣） 

小俣地区（明野） 

小俣地区（小俣） 

御薗地区 

御薗地区 

林 　　　山 

橋本 　清美 

森永 　紀子 

山口 眞里子 

古野 　和子 

東山 　典子 

林 　　壽子 

岡 　さと子 

#9

$3

$3

@4

#7

@4

#6

@5

1351 

2759 

3665 

0823 

1349 

7955 

0321 

8647
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平成20年２月号 12

る 

知 

る 

知 

備 

え 

る 

備 

え 

る 行
動 

す 

る 

行
動 

す 

る 

シ
リ
ー
ズ
防
災

シ
リ
ー
ズ
防
災 

シ
リ
ー
ズ
防
災 

国
の
中
央
防
災
会
議
に
よ
れ

ば
、
こ
の
東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
が
同
時
に
発
生
し
た
場

合
に
想
定
さ
れ
る
経
済
的
被
害

は
、
最
大
で
約
81
兆
円
に
も
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
甚
大
な
人
的

被
害
の
ほ
か
、
ほ
ぼ
１
年
分
の

国
家
予
算
が
一
瞬
の
う
ち
に
失

わ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
地
震
が

必
ず
起
こ
る
の
で
す
。

三
重
県
や
伊
勢
市
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
巨
大
地
震
が
起
こ
っ
た

そ
の
と
き
、
大
切
な
命
を
落
と

さ
ず
、
次
の
生
活
に
速
や
か
に

移
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
と

き
ま
で
に
、い
か
に
「
自
助
・
共

助
・
公
助
」
に
よ
る
事
前
の
備

え
を
し
て
お
け
る
か
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

必
ず
起
こ
る
巨
大
地
震

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

対
策

●

管
理
者
名
を
表
示
す
る

●

定
期
的
に
土
地
の
様
子
を
確

認
し
、
雑
草
を
刈
る
な
ど
の
管

理
を
行
う

●

囲
い
や
柵
を
設
置
し
、
容
易

に
進
入
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

地
球
温
暖
化
防
止
と
循
環
型

社
会
構
築
に
向
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環

境
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
11
月
の
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率

は
平
均
90
・
４
％
と
な
り
、
レ

ジ
袋
有
料
化
の
１
カ
月
後
よ
り

１
・
６
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参

運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

約
３
年
前
、
遠
い
海
の
向
こ

う
で
発
生
し
た
地
震
を
覚
え
て

い
ま
す
か
。

平
成
16
年
12
月
26
日
の
朝
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島

沖
で
発
生
し
た
「
ス
マ
ト
ラ
島

沖
地
震
」
で
す
。

こ
の
地
震
に
よ
り
、
イ
ン
ド

洋
沿
岸
の
広
い
範
囲
が
大
津
波

に
飲
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

当
時
、
環
イ
ン
ド
洋
諸
国
は
、

津
波
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や

津
波
警
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が

十
分
で
は
な
く
、
被
害
は
極
め

て
甚
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
や
観
光
客
な
ど
、

22
万
人
を
超
え
る
人
々
の
命
が

失
わ
れ
、
防
災
教
育
の
重
要
性

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
を
残
し

ま
し
た
。

不
法
投
棄
は
、
わ
た
し
た
ち

の
住
環
境
や
美
観
を
損
ね
る
だ

け
で
な
く
、
環
境
汚
染
に
も
つ

な
が
る
悪
質
な
犯
罪
行
為
で
す
。

不
法
投
棄
を
し
た
人
に
は
、

５
年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
投
棄

者
が
不
明
の
場
合
な
ど
は
、
土

地
の
管
理
者
の
責
任
で
処
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た
め

に
、
土
地
の
手
入
れ
を
す
る
な

ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

狙
わ
れ
や
す
い
土
地

●

囲
い
や
柵
が
な
く
、
誰
で
も

容
易
に
進
入
で
き
る
土
地

●

雑
草
が
生
い
茂
り
、
人
の
手

が
加
わ
っ
て
い
な
い
土
地

●

人
や
車
の
通
り
が
少
な
く
、

人
目
に
付
き
に
く
い
土
地

●

す
で
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て

い
る
土
地

不
法
投
棄
を
防
ご
う

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
が
上
昇
！

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 

め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 

め
ざ
せ
！ 

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）

こ
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
を
超
え
る

「
超
巨
大
地
震
」
で
し
た
。

も
し
、
こ
の
地
震
と
同
じ
規

模
の
地
震
が
日
本
で
起
こ
る
と

し
た
ら
―
―
。
最
も
こ
れ
に
近

い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
で
す
。

こ
の
地
震
は
、
今
世
紀
前
半

に
は
ほ
ぼ
確
実
に
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に

起
こ
る
の
は
、
こ
の
直
後
な
の

か
、
子
や
孫
の
世
代
な
の
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
「
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
起
こ
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
地
震
」
で
は
な
く
、

近
い
将
来
「
必
ず
起
こ
る
地
震
」

な
の
で
す
。

さ
く

スマトラ島沖地震の被害状況
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臥
竜
梅

は
、
御
薗

町
新
開
に

あ
る
市
の

天
然
記
念

物
に
指
定

さ
れ
て
い

る
梅
で
す
。

枝
が
低
く
伸
び
、
ま
る
で
竜

が
横
た
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う

な
姿
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ

の
名
が
付
け
ら
れ
、
江
戸
時
代

の
初
め
に
は
人
々
が
訪
れ
る
名

所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

梅
園
内
に
は
、
梅
を
こ
よ
な

く
愛
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
学

問
の
神
・
菅
原
道
真

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

を
ま
つ
っ

た
菅
原
神
社
が
あ
り
ま
す
。

菅
原
道
真
は
、
醍
醐

だ

い

ご

天
皇
に

右
大
臣
と
し
て
仕
え
て
い
ま
し

た
が
、
左
大
臣
・
藤
原
時
平
の

中
傷
に
よ
り
、
９
０
１
（
延
喜

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

伊
勢
伊
勢
の
文
化
探
訪
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

伊
勢
の
文
化
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

文
化
振
興
課

文
化
振
興
課 

文
化
振
興
課
（
1
　
７
８
８
４
） 

臥
竜
梅

が
り
ゅ
う
ば
い

元
）
年
、
大
宰
権
帥

だ
ざ
い
の
ご
ん
の
そ
ち

に
左
遷
さ

れ
、
無
念
の
死
を
遂
げ
ま
し
た
。

そ
の
道
真
の
願
い
に
よ
り
、

家
臣
が
代
わ
り
に
伊
勢
の
神
宮

を
参
拝
し
、
道
真
が
大
切
に
し

て
い
る
梅
の
種
を
こ
の
地
に
奉

納
植
樹
し
た
の
が
臥
竜
梅
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

臥
竜
梅
の
花
は
、
紅
白
の
八

重
で
、
１
つ
の
花
に
め
し
べ
が

多
数
あ
り
、
２
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
実
を
多
く
結
ぶ
と
い
う

珍
し
い
梅
で
、
「
座
論
梅

ざ

ろ

ん

ば

い

」
ま

た
は
「
八
房

や

つ

ふ

さ

の
梅
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
老
木
化
し
て
枯
死

す
る
前
に
株
分
け
・
挿
し
木
・

接つ

ぎ
木
な
ど
の
対
策
が
講
じ
ら

れ
、
若
木
が
大
切
に
育
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

人
権
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識

を
深
め
る
た
め
、
毎
年
、
人
権

講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
９
日
、
結ゆ

い

純
子
さ

ん
を
招
き
、
一
人
芝
居
「
地
面

の
底
が
ぬ
け
た
ん
で
す
」
を
上

演
し
ま
し
た
。

結
さ
ん
が
演
じ
た
の
は
、
ハ

ン
セ
ン
病
の
女
性
・
藤
本
と
し

さ
ん
の
不
屈
の
生
涯
で
す
。

明
治
34
年
に
東
京
で
生
ま
れ

た
藤
本
さ
ん
は
、
縁
談
が
調
っ

た
18
歳
の
と
き
、
突
然
、
自
分

が
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
絶
望
の
ふ
ち
に
立
た
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
数
年
後

に
相
次
い
で
両
親
を
亡
く
し
、

自
殺
を
図
り
ま
し
た
が
果
た
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。

以
後
、
療
養
所
を
転
々
と
す

る
間
に
全
身
が
麻
痺

ま

ひ

し
、
47
歳

で
失
明
し
ま
す
。
し
か
し
、
い

つ
も
笑
み
を
絶
や
さ
ず
、
病
友

に
も
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
、
実
名

を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
ず
、
親

や
兄
弟
姉
妹
と
一
緒
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
な
い
、
結
婚
し
て

も
子
ど
も
を
生
む
こ
と
が
許
さ

れ
な
い
、
一
生
療
養
所
か
ら
出

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
、

死
ん
で
も
故
郷
の
墓
に
埋
葬
し

て
も
ら
え
な
い
―
―
こ
の
よ
う

な
生
活
を
、
長
い
間
強
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に

よ
る
感
染
症
で
す
。

こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
発
病

し
た
患
者
の
外
見
上
の
特
徴
か

ら
、
そ
れ
が
後
遺
症
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
特
殊
な
病
気

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
つ
い
最

近
ま
で
隔
離
政
策
が
と
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
最
近
、
よ
う
や
く
そ

の
実
態
が
正
し
く
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
に
は
感
染
源
と

な
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ら
い
菌
に
感
染

し
た
だ
け
で
は
発
病
す
る
可
能

性
は
極
め
て
低
く
、
発
病
し
て

も
、
治
療
法
が
確
立
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
遺
伝
病
で
な
い

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
た
め
、

隔
離
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。

今
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
と
理
解
を
も
つ

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
が
偏
見
や
差
別
を
な
く
す

第
一
歩
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
病
気
だ
け
で
は
な
く
、

人
種
・
年
齢
・
障
が
い
・
性

別
・
門
地
な
ど
に
よ
る
偏
見
や

差
別
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
権
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が

人
権
尊
重
の
精
神
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

わ
た
し
た
ち
に
何
が
で
き
る
の

か
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

人
権
を
侵
害
し
な
い
た
め
に

伊
勢
市
人
権
講
演
会

〜
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病
女
性
の

不
屈
の
生
涯
〜

人権シリーズ（№25） 

一人ひとりが 
輝くために 
一人ひとりが 
輝くために 

人権政策課

（1@15546）
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■
狂
犬
病
の
検
査

狂
犬
病
の
疑
い
の
有
無
に
つ

い
て
、
か
ん
だ
犬
を
動
物
病
院

で
検
診
さ
せ
、
後
日
、
検
診
結

果
（
咬
傷
犬
検
診
実
施
報
告
）

を
動
物
病
院
で
受
け
取
り
、
保

健
所
に
提
出
す
る
。

ま
た
、
か
ま
れ
た
人
に
、
早

急
に
結
果
を
連
絡
す
る
。

■
被
害
届
の
提
出

保
健
所
に
「
犬
に
か
ま
れ
た

旨
の
届
」
を
出
す
。

※
犬
に
か
ま
れ
た
人
は
、
速
や

か
に
医
師
に
相
談
し
、
処
置
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

犬
が
人
を
か
む
事
故
が
起
こ

る
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

●

散
歩
中
、
す
れ
違
っ
た
人
を

か
ん
で
し
ま
っ
た

●

散
歩
中
、
犬
同
士
が
け
ん
か

に
な
り
、
止
め
に
入
っ
た
人
を

か
ん
で
し
ま
っ
た

●

子
ど
も
が
散
歩
さ
せ
て
い
て

犬
を
制
御
で
き
な
か
っ
た

●

庭
に
つ
な
い
で
あ
っ
た
が
、

郵
便
物
な
ど
を
届
け
に
来
た
人

を
か
ん
で
し
ま
っ
た
　
　
な
ど

犬
が
人
を
か
む
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
再
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
を
制
御
で
き
ま
す
か

犬
が
人
に
飛
び
か
か
り
そ
う

に
な
っ
た
り
、
急
に
走
り
出
し

そ
う
に
な
っ
て
も
制
御
で
き
る

人
が
散
歩
に
連
れ
て
行
く
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
だ

け
で
散
歩
さ
せ
る
場
合
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

■
か
む
危
険
性
が
あ
る
犬
に
は

口
輪
を

攻
撃
性
が
強
い
・
臆
病
な
た

め
に
か
み
つ
こ
う
と
す
る
な
ど
、

か
む
危
険
性
の
あ
る
犬
に
は
、

散
歩
時
に
口
輪
を
装
着
す
る
な

ど
の
配
慮
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
が
い
る
旨
を
表
示
す
る

新
聞
・
郵
便
な
ど
の
配
達
人

が
、
犬
が
つ
な
い
で
あ
る
付
近

を
通
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、

玄
関
先
や
門
な
ど
に
、
犬
が
い

る
こ
と
を
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ

に
連
絡
を

飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
て
も

「
そ
の
う
ち
帰
っ
て
く
る
だ
ろ

う
」
と
あ
ま
り
探
さ
ず
に
様
子

を
見
る
飼
い
主
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
迷
子
に
な
っ
て
い
る

間
に
他
人
を
か
ん
だ
り
、
交
通

事
故
に
遭あ

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
な
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

探
す
と
と
も
に
、
保
健
所
・
警

察
・
市
役
所
に
、
い
な
く
な
っ

た
日
時
や
犬
の
特
徴
な
ど
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
鑑
札
・
迷
子
札
を
着
け
る

保
健
所
・
警
察
・
市
役
所
な

ど
に
保
護
さ
れ
る
犬
の
ほ
と
ん

ど
は
、
飼
い
主
の
連
絡
先
な
ど

手
掛
か
り
に
な
る
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
せ
ん
。

飼
い
犬
に
所
有
者
の
連
絡
先

を
着
け
る
こ
と
は
、
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

首
輪
に
は
、
必
ず
、
犬
鑑
札

（
狂
犬
病
予
防
法
の
登
録
）や
連

絡
先
を
記
載
し
た
迷
子
札
な
ど

を
着
け
て
く
だ
さ
い
。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

こ
の
記
事
を
読
ん
で
、「
今
度
、

迷
子
札
を
買
っ
て
来
よ
う
！
」

と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
い

つ
実
行
で
き
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
迷
子
札
を
着
け
る

ま
で
に
犬
が
い
な
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
今
す
ぐ
、
犬
の
首

輪
に
電
話
番
号
だ
け
で
も
書
い

て
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
行
動
ひ
と
つ
で
、

保
護
さ
れ
た
犬
が
自
宅
に
戻
れ

る
確
率
は
か
な
り
高
く
な
り
ま

す
。ま

た
、
首
輪
が
緩
ん
で
い
な

い
か
、
引
き
綱
が
切
れ
か
け
て

い
な
い
か
な
ど
を
定
期
的
に
点

検
し
、
迷
子
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
犬
に
か
ま
れ
た
」「
う
ち
の
犬

が
人
を
か
ん
で
し
ま
っ
た
」
場

合
の
対
処
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

■
事
故
届
の
提
出

保
健
所
に
事
故
届
を
出
す
。

届
け
出
の
内
容

●

犬
の
特
徴
（
種
類
・
体
格
・

毛
色
・
性
別
・
年
齢
・
名
前
）

●

事
故
発
生
日
時
・
場
所
・
原
因

●

被
害
者
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
職
業

●

応
急
処
置
の
内
容

●

被
害
の
状
況

●

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
登

録
番
号
・
注
射
番
号

●

検
診
獣
医
師
名
　
　
　
な
ど

持
ち
物

印
鑑

飼
っ
て
い
る
犬
が

人
を
か
ん
だ
場
合

飼
い
主
の
判
明
し
な
い
犬
に

か
ま
れ
た
場
合

犬
の
管
理
方
法
に
つ
い
て

再
確
認
を

よ
く
あ
る
原
因

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
指
導
課
（
1
@7
５
１
５
１
）

環
境
課
（
1
@1
５
５
４
１
）

シ
リ
ー
ズ
動
物
相
談

シ
リ
ー
ズ
動
物
相
談

〜
犬
が
人
を

か
ん
で
し
ま
っ
た
ら
〜

〜
犬
が
人
を

か
ん
で
し
ま
っ
た
ら
〜

犬
の
管
理
方
法
の
改
善

咬
傷
事
故
の
届
け
出

咬
傷
事
故
の
届
け
出

犬
の
管
理
方
法
の
改
善

こ
う
し
ょ
う
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★たんぽぽおはなし会 ２月９日（土）、午後３時～
★赤ちゃんおはなし会 ２月14日（木）、午前11時～
★ピッポの会・紙芝居 ２月17日（日）、午前11時～
★図書館おはなし会 ２月23日（土）、午後３時～

※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

と　き ２月16日（土）、午後２時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「わが故郷の歌」（2002年サンパウロ国際

映画祭最優秀作品賞受賞）

★詩歌教室作品展

と　き ２月６日（水）～11日（祝）、午前９時～午後７

時（初日は午後１時から、最終日は午後

３時まで）

★伊勢型紙展

と　き ２月14日（木）～18日（月）、午前９時～午後

７時（最終日は午後３時まで）

※いずれも場所は、２階・ギャラリーです。

と　き ２月17日（日）、午後１時30分～・午後３時

30分～

ところ ２階・ホール

内　容 市内の小学生が、自然環境の大切さを伝

える劇を上演します

★バレンタイン特集

恋愛小説からチョコレートに関する本まで幅広

く紹介します

★猫ニャンニャンニャン

２月22日は猫の日です。猫に関する本を紹介し

ます

★黒井健特集

２月３日（日）に２階・ホールで行われる講演会の

講師である黒井健さん（絵本作家）の絵本を紹

介します

図書館へ行こう！

伊勢図書館 小俣図書館
00 7 7

0 0 7 8

1
FAX

と　き 毎週土曜日、午後２時30分～

ところ １階・おはなしコーナー

と　き ２月28日（木）、午前11時～

ところ ２階・視聴覚室

と　き ２月10日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「植村直己物語」

と　き ２月５日（火）、午前10時～（受け付けは午

前９時50分～）

ところ ２階・視聴覚室

と　き ２月７日（木）～19日（火）

ところ ２階・展示ホール

内　容 汚れたり破れたりした本を展示します

21

21

3 9 0 0

3 9 0 2

1
FAX

29

29

火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

午前９時～午後７時

おはなし会

あかちゃんえほんのじかん

映画上映会

施設抽選会（４月～６月分）

汚損・破損した本の展示～本が泣いている～

おはなし会

開館時間 開館時間

上映会

ギャラリー展示

小学生による芝居と朗読の構成劇

「森からのプレゼント」

今月の特集コーナー

２月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 
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２月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

3 

10 
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24

 

4 

11 

18 

25

 

5 

12 

19 

26

 

6 

13 

20 

27
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14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23

知っていますか？汚損・破損本

図書館には、書き込みや切り取り、ペット

にかじられたことなどにより、利用できなく

なった本がたくさんあります。

今回、本を大切に思う気持ちや、図書館の

利用マナーについて考えてもらうため、汚損・

破損した本を展示します。

図書館の本は、地域に住む皆さんの大切な

財産です。すべての人が図書館を気持ち良く

利用できるように、みんなで本を大切に扱い

ましょう。



市
で
は
、
空
き
家
な
ど
を
利

用
し
て
、
高
齢
者
が
通
所
で
き

る
宅
老
施
設
の
整
備
を
行
う
自

治
会
な
ど
に
対
し
、
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
支
援
に
よ
り
、
昨
年
11

月
、高
齢
者
通
所
セ
ン
タ
ー「
大

湊
い
こ
い
」（
大
湊
町
）
が
開
設

さ
れ
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
協
力
体
制
の
も
と
、
順
調

な
事
業
運
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
旧
大
湊
市
民

ホ
ー
ル
の
一
部
を
改
修
し
た
も

の
で
、
地
域
で
生
活
す
る
高
齢

者
が
、
生
き
が
い
を
も
ち
、
心

身
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
目
的

に
、
気
兼
ね
な
く
集
ま
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
で
す
。
大
湊
町

振
興
会
が
運
営
主
体
と
な
り
、

週
２
回
開
所
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
を
支
援
す
る
宅
老
施
設

に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
通
所
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
通
所
セ
ン
タ
ー 

「
大
湊
い
こ
い
」

「
大
湊
い
こ
い
」 

地
域
に
好
評
！

地
域
に
好
評
！ 

高
齢
者
通
所
セ
ン
タ
ー 

「
大
湊
い
こ
い
」 

地
域
に
好
評
！ 

平成20年２月号 16

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

ヘルスメイト料理講習会

と　き

２月12日（火）

２月16日（土）

２月21日（木）

２月22日（金）

２月27日（水）

ところ 定員
（先着順）

小俣保健センター

福祉健康センター

光の街コミュニティセンター

ハートプラザみその

福祉健康センター

35人

30人

20人

30人

30人

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

左
表

の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ

高
齢
者
の
低
栄
養
予
防

参
加
費

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１／２
カ
ッ
プ

申
し
込
み

２
月
４
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

申
し
込
み

２
月
１
日
（金）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、
授
乳

中
・
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可

能
性
が
あ
る
人
は
、
受
診
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。

と
き

●

２
月
14
日
（木）
、
①
午
前
10
時
〜

11
時
・
②
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

●

２
月
28
日
（木）
、
③
午
前
10
時
〜

11
時
・
④
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ

①
②
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ

み
そ
の
、
③
下
小
俣
公
民
館
、

④
小
俣
北
部
保
健
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員

①
②
45
人
、
③
④
50
人

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

料
金

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

乳
が
ん
検
診

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

と
き

①
２
月
14
日
（木）
・
②
２

月
28
日
（木）
、
午
後
１
時
〜
２
時

30
分

と
こ
ろ

①
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み

そ
の
、
②
小
俣
北
部
保
健
福
祉

会
館

対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

医
師
に
よ
る
頸
部

検
診

定
員

各
70
人
（
先
着
順
）

料
金

１
２
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

申
し
込
み

２
月
１
日
（金）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

子
宮
が
ん
検
診

と
き

①
３
月
８
日
（土）
・
②
３

月
14
日
（金）
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

①
初
妊
婦
と
夫
、
②
初

妊
婦

内
容

①
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る

た
め
に
（
沐
浴

も

く

よ

く

実
習
・
妊
婦
模

擬
体
験
・
着
替
え
体
験
）

②
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
育
て
に

つ
い
て
（
保
健
師
の
お
話
・
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
）

定
員

各
30
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み

２
月
４
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信 

健
康
づ
く
り
通
信 

〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
３
５
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

長
寿
課
（
1
@1
５
５
５
９
）
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と
き

①
２
月
21
日
（木）
・
②
３

月
７
日
（金）
、
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

と
こ
ろ

①
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
、

②
二
見
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
乳
児
（
①

生
後
６
カ
月
ま
で
、
②
生
後
７

カ
月
〜
11
カ
月
）
の
保
護
者

内
容

離
乳
食
（
①
初
期
〜
中

期
、
②
後
期
〜
完
了
期
）
の
お

話
と
試
食

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

２
月
４
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

主な相談など 

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。 

内　容 と　き ところ 問い合わせ先 

子育て相談 
中央保健センター 

二見老人福祉センター 

ハートプラザみその 

２月 5日 （火） 

13：30～15：00

小俣保健センター 

成人栄養相談（要予約） 

成人健康相談 

保健師・保育士の 

子育て健康相談 
子育て健康相談、身長・体重 
測定、親子ふれあい遊びなど 

健康課 

二見総合支所福祉健康課 

9：30～11：00２月 12日 （火） 

２月 19日 （火） 

２月 26日 （火） 

宮本地区 

コミュニティセンター 
10：00～11：30２月 15日 （金） 

健康課または 

きらら館（1　5592） 

小俣保健センター 9：30～11：00２月 6日 （水） 小俣保健センター 

中央保健センター 13：00～15：00２月 7日 （木） 健康課 

ハートプラザみその 13：30～14：30２月 12日 （火） 御薗総合支所福祉健康課 

中央保健センター 13：00～15：00２月 21日 （木） 健康課 

中央保健センター 13：00～15：00２月 7日 （木） 健康課 

8：45～11：00

伊勢保健福祉事務所 

（県伊勢庁舎内） 
17：30～19：00

毎月第２火曜日 

（２月12日） 

伊勢保健福祉事務所 

（1　5148） 

13：00～15：00２月 21日 （木） 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

エイズ検査 

毎週火曜日 

こころの健康相談（要予約） 

@7

@2
（　　　　　　　） 

健康づくり通信 健康づくり通信 

１
９
９
、
音
声
自
動
案
内
1
０

８
０
０
・
１
０
０
・
１
１
９
９
、

24
時
間
受
け
付
け
）
ま
た
は
医

療
ネ
ッ
ト
み
え
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.q
q
.p
re
f.

m
ie
.jp
/

）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

二
次
救
急

症
状

重
症
の
場
合
（
一
次
救

急
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た

と
き
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る

と
き
な
ど
、
緊
急
な
治
療
や
入

院
が
必
要
な
と
き
）

医
療
機
関

二
次
救
急
医
療
機

関
（
山
田
赤
十
字
病
院
、
伊
勢

総
合
病
院
）

※
当
番
日
を
決
め
、
交
代
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

一
次
救
急

症
状

比
較
的
軽
症
の
場
合（
急

病
に
な
っ
た
と
き
、救
急
車
を
呼

ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど
す
ぐ

に
治
療
を
受
け
た
い
と
き
な
ど
）

医
療
機
関

一
次
救
急
医
療
機

関
（
か
か
り
つ
け
医
、
休
日
・

夜
間
応
急
診
療
所
な
ど
）

※
重
症
の
人
や
、
下
表
の
診
療

時
間
以
外
・
診
療
科
目
以
外
で

診
療
を
受
け
た
い
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
1
@8
１

〈一次救急〉休日・夜間応急診療所 

問い合わせ：内科・小児科（1@58795）、歯科（1@70829） 

診療日 診療時間 診療科目 当番医師 

夜間 
19：30～22：00

内　科 
小児科 

内　科 

昼間 
10：00～12：00
13：00～17：00

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

夜間 
19：30～22：00

歯　科 歯　科 

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

月曜日～ 
　土曜日 

日曜日 
祝　日 

休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
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〈
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

募
集
募
集

●

ご
み
問
題
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
特

定
の
主
義
・
主
張
を
公
表
す
る
目
的
を

持
た
な
い
人

●

１
月
１
日
現
在
、
引
き
続
き
１
年
以

上
市
内
に
在
住
し
て
い
る
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
を
除
く
）

●

会
議
に
出
席
で
き
る
人
（
審
議
会
…

平
日
の
昼
間
、
市
民
会
議
…
平
日
の
夜

間
）

●

国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
や
公
務

員
で
な
い
人

任
期

４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31

日
（
２
年
間
）

定
員

各
４
人
（
旧
伊
勢
市
・
二
見

町
・
小
俣
町
・
御
薗
町
各
１
人
）

申
し
込
み

２
月
15
日
（金）
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
応
募
用
紙
を
持
参
ま

た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
課
（
〒
516
│

8601
岩
渕
１
丁
目
７
│

29
、

FAX
@1
５
５
２
２
、
ア
ド
レ
スs

ig
e
n
@

c
ity
.ise
.m
ie
.jp

）へ

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
:/
/
w
w
w
.city
.ise.m

ie.jp

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
希

望
す
る
人
に
は
郵
送
し
ま
す
。

選
考
方
法

書
類
に
よ
り
選
考
し
ま
す

※
選
考
結
果
は
郵
送
で
通
知
し
、
各
委

員
に
委
嘱
さ
れ
た
場
合
は
、
氏
名
の
み

公
表
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
校
給
食
の

食
材
納
入
業
者
を
募
集

学
校
教
育
課
（
1
@2
７
８
８
２
）

伊
勢
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
委
員
と
伊
勢
市
ご
み
問
題

市
民
会
議
委
員
を
募
集

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
８
）

伊
勢
市
学
校
給
食
協
会
で
は
、
平
成

20
年
度
に
、
市
内
の
小
・
中
学
校
や
共

同
調
理
場
へ
給
食
の
食
材
を
納
入
す
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

同
協
会
の
方
針
に
賛
同
し
、
協

力
い
た
だ
け
る
事
業
者

営
業
種
目
（
取
り
扱
い
品
）

●

青
果
（
青
果
・
青
果
類
加
工
品
・
乾

燥
穀
物
）

●

魚
介
類
（
冷
凍
魚
介
類
・
海
藻
類
・

削
り
節
・
練
り
物
）

●

食
肉
（
肉
・
ベ
ー
コ
ン
・
ロ
ー
ス
ハ

ム
・
焼
き
豚
）

●

鶏
肉
（
鶏
肉
〔
も
も
・
手
羽
・
む
ね
〕）

●

鶏
卵
（
鶏
卵
）

●

豆
腐
類
（
豆
腐
・
揚
げ
類
）

●

乾
物
・
冷
凍
品（
調
味
料
・
小
麦
粉
・

麺
製
品
・
ジ
ャ
ム
・
マ
ー
ガ
リ
ン
・
缶

詰
・
ふ
り
か
け
・
冷
凍
加
工
品
）

●

こ
ん
に
ゃ
く（
こ
ん
に
ゃ
く〔
板
・
糸
〕）

●

そ
の
ほ
か
の
物
資（
ペ
ー
パ
ー
皿
・
ア

ル
ミ
ホ
イ
ル
・
調
理
用
牛
乳
・
ケ
ー
キ

類
）

※
登
録
は
、
１
事
業
者
に
つ
き
１
営
業

種
目
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み

２
月
15
日
（金）（
必
着
）ま
で

に
、
事
業
者
登
録
用
紙
を
、
直
接
同
課
へ

※
事
業
者
登
録
用
紙
は
、
同
課
ま
た
は

市
役
所
本
館
・
１
階
教
育
委
員
会
窓
口

に
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

:/
/
w
w
w
.

city
.ise.m

ie.jp

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

伊
勢
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員

伊
勢
市
の
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
な

ど
に
関
す
る
実
施
方
策
の
審
議
・
提
言

を
行
い
ま
す
。

伊
勢
市
ご
み
問
題
市
民
会
議
委
員

行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、
早
朝
清

掃
・
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
な
ど
を

開
催
し
、
伊
勢
市
の
ご
み
減
量
・
資
源

化
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

応
募
資
格

次
の
す
べ
て
の
項
目
を
満

た
す
人

市
で
は
、
市
の
資
産
（
印
刷
物
・
封

筒
な
ど
）
を
広
告
媒
体
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
財
源
の
確
保

を
図
る
広
告
事
業
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
広

報
い
せ
」
５
月
号
か
ら
、
有
料
広
告
を

掲
載
し
ま
す
。

掲
載
位
置

「
広
報
い
せ
」の
情
報
コ
ー

ナ
ー
の
各
ペ
ー
ジ
の
最
下
段
（
２
枠
、

右
図
参
照
）

広
告
の
規
格
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://

w
w
w
.city.ise.m

ie.jp

）
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

広
告
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、

同
課
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 有料広告 有料広告 有料広告 

情
報
コ
ー
ナ
ー 

広報広聴課（1@15515）

掲載イメージ

「広報いせ」に有料広告を掲載
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市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ゆ
っ
く
り

巡
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
。

と
き

３
月
23
日
（日）
、
午
前
10
時
〜
午

後
３
時（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
〜
、雨

天
の
場
合
は
中
止
）

集
合
場
所

外
宮
北
御
門
前
Ｎ
Ｔ
Ｔ
用
地

コ
ー
ス

外
宮
北
御
門
前
Ｎ
Ｔ
Ｔ
用
地

→

宮
川
堤→

大
湊→

二
軒
茶
屋→

伊
勢

河
崎
商
人
館→
外
宮
北
御
門
前
Ｎ
Ｔ
Ｔ

用
地

※
こ
の
ほ
か
、
二
見
町
を
回
る
ロ
ン
グ

コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

定
員

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費

７
０
０
円
（
保
険
代
を
含
む
、

当
日
持
参
）

持
ち
物

自
転
車
、
昼
食
、
飲
み
物

申
し
込
み

２
月
１
日
（金）
か
ら
、
同
協

会
へ 伊

勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

観
光
企
画
課
（
1
@1
５
５
６
５
）

（社）
伊
勢
市
観
光
協
会
（
1
@8
３
７
０
５
）

催
し
物

催
し
物

市
営
吹
上
駐
車
場
の

利
用
者
を
募
集

管
財
契
約
課
（
1
@1
５
５
２
６
）

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
個
人

利
用
車
両

軽
自
動
車
、
小
型
自
動
車
、

普
通
自
動
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

利
用
台
数

50
台
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

利
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３

月
31
日

利
用
料
金

月
額
８
２
４
０
円

申
し
込
み

２
月
12
日
（火）
〜
18
日
（月）
に
、

次
の
提
出
書
類
を
持
参
し
、
同
課
へ

※
年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

提
出
書
類

車
検
証
の
写
し
、
免
許
証

や
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の
（
市
内
在
住
の
人
の
み
）
、
勤

務
先
の
在
職
証
明
書
（
市
外
在
住
の
人

の
み
）

と
き

３
月
16
日
（日）
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
（
開
場
は
午
後
１
時
）

と
こ
ろ

賓
日
館

対
象

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
お
お

む
ね
小
学
校
高
学
年
以
上
の
人
（
た
だ

し
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者

同
伴
）

内
容

日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
士
・
秋

山
豊
寛
さ
ん
に
よ
る
、
子
ど
も
た
ち
が

将
来
に
夢
を
抱
け
る
内
容
の
お
話

定
員

１
５
０
人
（
先
着
順
）

入
館
料

大
人
３
０
０
円
、
小
・
中
学

生
・
高
校
生
１
５
０
円

申
し
込
み

２
月
15
日
（金）
〜
３
月
７
日

（金）
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号（
小
・

中
学
生
は
学
校
名
・
学
年
）
を
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
課
（
FAX
@3
８
６

４
１
）へ

秋
山
豊
寛
文
化
講
演
会

「
鍬く

わ

と
宇
宙
船
」

文
化
振
興
課
（
1
@2
７
８
８
５
）

女
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
今
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き

３
月
９
日
（日）
、午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ

観
光
文
化
会
館

内
容

●

講
演
「
私
の
仕
事
」
楠
田
枝
里
子
さ

ん
（
司
会
者
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

●

講
演
「
今
ど
き
の
お
し
ご
と
事
情
」

高
畑
裕
一
さ
ん
（
月
刊
と
ら
ば
ー
ゆ
東

海
版
編
集
長
）

定
員

１
０
０
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

２
月
22
日
（金）
ま
で
に
、
参

加
者
全
員
の
氏
名
、
代
表
者
の
氏
名
・

開
催
し
ま
す
。

と
き

２
月
20
日
（水）
、午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

伊
勢
商
工
会
議
所
・
４
階
中

ホ
ー
ル

対
象

市
内
の
事
業
主

内
容

講
演
「
企
業
・
産
業
も
と
も
に

次
世
代
育
成
を
地
域
で
進
め
る
た
め
に

は
」
渡
邊
憲
一
さ
ん
（
（財）
三
重
県
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
）

定
員

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

電
話
で
同
課
へ

住
所
・
連
絡
先
を
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
室
（
FAX
津
０
５
９
・
２

２
４
・
３
０
６
９
、ア
ド
レ
スiris@

p
ref.

m
ie.jp

）へ

み
え
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

三
重
県
生
活
部
男
女
共
同
参
画
室

（
1
津
０
５
９
・
２
２
４
・
２
２
２
５
）

事
業
者
が
職
場
で
の
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
た
め
、
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を

男
女
共
同
参
画
「
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」

市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
１
３
）

市営吹上駐車場位置図
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内
容

市
内
の
起
業
家
を
交
え
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
討
論
）方
式
に

よ
る
起
業
セ
ミ
ナ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

●

猪
谷
太
栄
さ
ん
（
株
式
会
社
あ
き
な

い
総
合
研
究
所
取
締
役
）

パ
ネ
リ
ス
ト

●

三
田
泰
久
さ
ん
（
株
式
会
社
ア
ー
リ

ー
・
バ
ー
ド
代
表
取
締
役
）

●

高
橋
洋
子
さ
ん
（
有
限
会
社
キ
ャ
リ

オ
ン
代
表
取
締
役
）

●

阪さ

か

和
幸
さ
ん
（
株
式
会
社
ジ
ー
ニ
ー

ズ
代
表
取
締
役
）

●

仲
尾
正
人
さ
ん
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
オ

ブ
・
ア
ー
ク
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

定
員

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

２
月
４
日
（月）
ま
で
に
、
会

社
名
（
ま
た
は
学
校
名
な
ど
）・
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
を
、直
接
ま
た
は
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
準
備
室（
〒

516
│

8601
岩
渕
１
丁
目
７
│

29
、
FAX
@1
５

６
０
５
、
ア
ド
レ
スs

a
n
g
y
o
-c
@
c
ity
.

ise.m
ie.jp

）
へ

※
入
札
不
調
と
な
っ
た
場
合
は
、
３
月

３
日
（月）
〜
５
月
30
日
（金）
に
、
最
低
売
却

価
格
以
上
で
売
却
し
ま
す
。（
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
、「
市
有
財
産
売
払
い（
一

般
競
争
入
札
）
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※「
市
有
財
産
売
払
い
（
一
般
競
争
入
札
）

の
ご
案
内
」
は
、
同
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま

た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

city.ise.m
ie.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

市
が
所
有
す
る
下
表
の
土
地
を
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

入
札
参
加
条
件

個
人
ま
た
は
法
人
で
、

一
定
の
参
加
資
格
を
満
た
す
人
（
入
札

保
証
金
が
必
要
）

申
し
込
み

２
月
25
日
（月）
〜
28
日
（木）
に
、

一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
と
添
付
書

類
を
、
直
接
同
課
（
市
役
所
分
館
・
３

階
）
へ

入
札
日

２
月
29
日
（金）

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

用
地
課
（
1
@1
５
５
６
２
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市有地の売却

物件番号

1

2

3

4

所在地

小俣町元町388番12

小俣町元町388番13

小俣町元町388番14

小俣町元町388番15

地目

宅地

宅地

宅地

宅地

面積（㎡）

264.47 

330.91 

214.88 

181.90 

最低売却価格（円）

15,498,000

19,391,000

13,237,000

10,878,000

と
き

２
月
17
日
（日）
、午
後
１
時
20
分
〜

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多

目
的
ホ
ー
ル

内
容

●

社
会
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
個

人
・
団
体
の
顕
彰

●

福
祉
講
演
会
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
福

祉
計
画
〜
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
〜
」

山
路
克
文
さ
ん
（
皇
學
館
大
学
社
会
福

祉
学
部
教
授
）

伊
勢
市
社
会
福
祉
大
会

生
活
支
援
課
（
1
@1
５
５
５
７
）

４
月
の
伊
勢
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
に
先
立
ち
、
伊
勢
を
中
心
と
し

た
地
域
で
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
創
出
・

育
成
の
気
運
を
高
め
ま
せ
ん
か
！

と
き

２
月
６
日
（水）
、
午
後
２
時
〜
４

時
15
分

と
こ
ろ

伊
勢
商
工
会
議
所
・
中
ホ
ー
ル

対
象

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
関
係
者
、
社

内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
目
指
す
経
営
者
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
起
業
を
し
よ
う
と
す
る
人
、

起
業
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど

ベ
ン
チ
ャ
ー
セ
ミ
ナ
ー
in
伊
勢

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室（
1
@1
５
５
６
９
）

市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
調
査
・
審

議
を
行
う
、
都
市
計
画
審
議
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き

２
月
22
日
（金）
、
午
後
２
時
〜

伊
勢
市
都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
課
（
1
@1
５
５
９
１
）

と
こ
ろ

市
役
所
本
館
・
３
階
委
員
会
室

内
容

伊
勢
都
市
計
画
道
路
の
変
更（
合

併
に
伴
う
住
所
表
示
の
変
更
、
車
線
数

の
決
定
）
の
審
議
な
ど

※
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
当
日
の
午

後
１
時
30
分
か
ら
、
市
役
所
本
館
・
３

階
参
与
控
室
で
受
け
付
け
を
し
て
く
だ

さ
い
。

い

の

た

に

た

か

ひ

で
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戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
対
象
者
は
、

第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
40
万

円
の
記
名
国
債
（
10
年
償
還
）
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象

次
に
該
当
す
る
順
位
が
一
番
早

い
遺
族
（
１
人
）

（１）
弔
慰
金
の
受
給
権
者

（２）
戦
没
者
な
ど
の
子

（３）
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
て
、
戦
没
者
な
ど
と
姓
が
同
じ
①
父

母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

（４）
前
記
（３）
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、
③

祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

（５）
前
記
（１）
〜
（４）
以
外
の
遺
族
で
、
戦
没

者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
３
親
等

内
の
親
族

請
求
方
法

３
月
31
日
（月）
ま
で
に
、生
活

支
援
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ

障
が
い
が
あ
る
人
を
自
宅
で
介
護
・

養
育
し
て
い
る
家
庭
は
、
次
の
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
手

当
を
受
け
る
た
め
に
は
審
査
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

支
給
額

月
額
２
万
６
４
４
０
円

対
象

日
常
生
活
で
常
に
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
（
重
度
の
障
が
い

が
重
複
し
て
い
る
、ま
た
は
、そ
れ
と
同

程
度
）
に
あ
る
20
歳
以
上
の
人

※
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
で

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

支
給
額

月
額
１
万
４
３
８
０
円

対
象

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
（
重
度
の
精
神
障
が
い
者
、

Ｉ
Ｑ
〔
知
能
指
数
〕
20
以
下
の
知
的
障

が
い
者
、
ま
た
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

※
３
月
31
日
（月）
が
請
求
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い
人

は
、
添
付
書
類
の
整
備
に
多
少
の
時
間

を
要
す
る
た
め
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

１
級
と
２
級
の
一
部
に
該
当
す
る
程

度
）
に
あ
る
20
歳
未
満
の
人

特
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
額

１
級
…
月
額
５
万
７
５
０
円

２
級
…
月
額
３
万
３
８
０
０
円

対
象

重
度
の
精
神
障
が
い
者
、
知
的

障
が
い
者
（
最
重
度
〜
中
度
）
、
ま
た

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
と

４
級
の
一
部
に
該
当
す
る
程
度
の
状
態

に
あ
る
20
歳
未
満
の
人
を
養
育
し
て
い

る
保
護
者

て
い
る
年
金
が
、
老
齢
年
金
・
退
職
年

金
・
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
の
い
ず
れ

か
で
、そ
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上

●

１
回
当
た
り
、
国
民
健
康
保
険
料
と

介
護
保
険
料
と
の
合
算
額
が
、
年
金
受

給
額
の
２
分
の
１
以
下

※
項
目
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
て
も
、

年
金
天
引
き
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
年
金
天
引
き
の
対
象
世
帯
に
は
、

３
月
中
旬
に
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

生
活
支
援
課
（
1
@1
５
５
５
７
）

◆
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
る
人
へ

平
成
19
年
中
に
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
介
護
保
険
料

は
、
平
成
20
年
の
所
得
税
確
定
申
告
や

市
・
県
民
税
申
告
の
際
に
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

天
引
き
さ
れ
た
金
額
（
控
除
対
象
金

額
）
は
、
年
金
振
込
通
知
書
ま
た
は
同

課
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
４
月
か
ら
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

が
始
ま
る
人
へ

４
月
か
ら
介
護
保
険
料
の
年
金
天
引

き
が
始
ま
る
人
に
、
天
引
き
の
開
始
と

天
引
き
す
る
金
額
を
２
月
中
旬
に
通
知

し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の

年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）

介
護
保
険
課
（
1
@1
５
５
６
４
）

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
４
月

か
ら
、
国
民
健
康
保
険
料
の
年
金
天
引

き（
特
別
徴
収
）が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

で
あ
る
世
帯
主
が
受
け
て
い
る
年
金
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
料
を
天
引
き
す
る

も
の
で
す
。

対
象
世
帯

次
の
す
べ
て
の
項
目
を
満

た
す
世
帯

●

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
同
一
世

帯
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
全
員
が
、

65
歳
以
上
75
歳
未
満

●

平
成
19
年
10
月
１
日
現
在
、国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
主
が
受
け

国
民
健
康
保
険
料
の

年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）が

始
ま
り
ま
す

医
療
保
険
課
（
1
@1
５
５
５
１
）

（
1
$2
１
１
１
３
）

（
1
@2
７
８
６
２
）

（
1
@2
０
２
３
５
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
ご
案
内

障
が
い
福
祉
課
（
1
@1
５
５
５
８
、

FAX
@1
５
５
５
５
）

（
1
$2
１
１
１
３
）

（
1
@2
７
８
６
２
）

（
1
@2
０
２
３
５
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課



平成20年２月号 22

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
・
小
型
特
殊

自
動
車
の
変
更
手
続
き
は

３
月
末
ま
で
に

課
税
課
軽
自
動
車
税
担
当
（
1
@1
５
５
３
１
）

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
・
小
型
特
殊
自
動

車
な
ど
に
課
税
さ
れ
る
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
で
登
録
し
て
い
る
人
に
、

年
額
で
掛
か
り
ま
す
。（
月
割
り
は
あ
り

ま
せ
ん
）

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
３
月
末
ま

で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
所
有
し
て
い

な
い
の
に
税
金
が
掛
か
る
な
ど
の
問
題

が
生
じ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続
き
先
が

異
な
り
ま
す
。（
下
表
参
照
）

廃
車

●

廃
棄
処
分
が
済
ん
で
い
る

●

盗
難
に
遭あ

い
、
所
有
し
て
い
な
い

名
義
変
更

●

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
な
ど
を
他
人
に

譲
っ
た
、
ま
た
は
譲
っ
て
も
ら
っ
た

住
所
変
更

●

伊
勢
市
に
転
入
、
ま
た
は
伊
勢
市
か

ら
転
出
し
た

◆
小
型
特
殊
自
動
車
の
届
け
出
も
お
忘

れ
な
く

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
を

買
い
替
え
た
場
合
も
、
手
続
き
が
必
要

で
す
。

多
重
債
務
無
料
相
談
会

商
工
労
政
課
（
1
@1
５
５
１
２
）

市
は
、
三
重
県
と
共
同
で
、
多
重
債

務
に
陥
っ
て
い
る
人
の
債
務
整
理
や
生

活
再
建
の
た
め
、
司
法
書
士
や
弁
護
士

に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

２
月
23
日
（土）
、
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

県
伊
勢
庁
舎
・
会
議
棟
（
勢

田
町
６
２
２
）

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

２
月
６
日
（水）
〜
19
日
（火）
に
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
同
課
へ

※
な
お
、
３
月
19
日
（水）
・
午
後
５
時
〜

９
時
に
、
鳥
羽
市
民
文
化
会
館
で
も
、

多
重
債
務
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
鳥
羽
市
農
水
商
工
観

光
課
（
1
鳥
羽
０
５
９
９
・
２
５
・
１

１
５
６
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善

等
に
関
す
る
法
律
（
通
称：

パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
法
）
が
改
正
さ
れ
、
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
伴
い
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
が
働
く
環
境
を
、
い
ま
一
度

見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
変
更
点

●

労
働
条
件
を
文
書
な
ど
で
明
示
す
る

こ
と
を
義
務
化
…
労
働
基
準
法
上
の
明

示
事
項
以
外
に
、
昇
給
・
賞
与
・
退
職

金
の
有
無
に
つ
い
て
明
示
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
、
違
反
し
た
場
合
は
10
万
円

以
下
の
過
料
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●

待
遇
の
決
定
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た

事
項
の
説
明
を
義
務
化

●

均
衡
の
と
れ
た
待
遇
（
賃
金
・
教
育

訓
練
・
福
利
厚
生
）
の
確
保
を
促
進
…

す
べ
て
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
対

象
に
、
通
常
の
労
働
者
と
の
均
衡
が
と

れ
た
待
遇
の
確
保
措
置
を
義
務
付
け
、

通
常
の
労
働
者
と
同
一
視
す
べ
き
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
す
る
差
別
的
取

り
扱
い
を
禁
止
す
る

●

通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
を
推
進
す

る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
義
務
化

●

苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
の
援
助
…
苦

情
を
自
主
的
に
解
決
す
る
よ
う
努
力
す

る
こ
と
を
義
務
付
け
、
労
働
局
長
の
助

言
・
指
導
・
勧
告
、
均
衡
待
遇
調
停
会

議
に
よ
る
調
停
の
対
象
と
す
る

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が

変
わ
り
ま
す

三
重
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
1
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
３
１
８
）

商
工
労
政
課
（
1
@1
５
５
６
８
）

●126㏄～250㏄のバイク

●三輪・四輪の軽自動車

●251㏄以上のバイク

三重県軽自動車協会（1津059－234－8611）

軽自動車検査協会三重事務所（1津059－234－8431）

三重運輸支局（1050－5540－2055）

●125㏄までのバイク

●小型特殊自動車

（トラクター・フォークリ

フトなど）

課税課軽自動車税担当（1@15531）

二見総合支所生活環境課（1$21112）

小俣総合支所生活環境課（1@27861）

御薗総合支所生活環境課（1@20235）

各支所

車種 手続き先

と
き

２
月
23
日
（土）
〜
３
月
８
日
（土）
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

市
役
所
東
庁
舎
・
４
階
選
挙

管
理
委
員
会
室
（
休
日
は
市
役
所
本

館
・
１
階
守
衛
室
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
@1
５
６
３
５
）
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ケーブルテレビ番組案内 ケーブルテレビ番組案内 
※放送時間や内容は、変更することがありますのでご了承ください。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」 

アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル 

広報広聴課（1@15515） ㈱アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

 ● 地域から始まる新たなまちづくり 

 

放送時間：午前6時・9時・正午・午後3時・6時・9時～ 

■特集（２月） 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、

アナログ10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」など

の行政情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。 

※上表の2時間分の番組を繰り返し放送します。 
※iTVニュースは、月曜日～金曜日の毎日午後７時に更新し
ます。土曜日・日曜日の午後7時からは、ニュースの週間ダイ
ジェストを放送します。 

※ひよこくらぶスペシャル 

　2/4～3/26（日曜日を除く） 

　放送時間：午前9時・午後2時・5時・9時～ 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

1/28～2/3

 ● 市・県民税の申告会場と日時 
 ● おひなさまめぐり in二見 

2/4～10

 ● このごみ、何ごみ？ 

2/11～17

 ● 市・県民税の申告受け付け 

2/18～24

 ● 市・県民税の申告受け付け 

2/25～3/2

 ● おひなさまめぐり in二見 

■お知らせ 

■市民活動ニュース「おいないパルティ」 

■伊勢の文化探訪「ええとこ知っとこ」 
（放送日：2/16～29） 

分 番組 

2/4～10

0 

30
 

 

0 

20 

30

iTVニュース 

特集 
 

iTVニュース 

伊勢志摩の特産品 

鳥羽水族館新・水の惑星紀行 

分 番組 

2/11～17

0 

30 

40 

0 

20 

30

iTVニュース 

探歩々隊 

スポーツで遊ぼう！ 

iTVニュース 

PET☆PET 

Ladies Angler

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

分 番組 

2/18～24

0 

30 

40 

0 

20 

24 

30

iTVニュース 

ぐるぐるグルメ2 

日本の暮らしのぞき箱 

iTVニュース 

おかげ横丁だより 

サンアリーナ通信 

ＭＵＳＩＣ　ＪＡＭ 

分 番組 

2/25～3/2

0 

30 

40 

0 

20 

30 

42

iTVニュース 

MCTV遊味ing 

のんびりいこう 

iTVニュース 

イオン明和ケーブルナビ 

バラ組 

ＰＥＲＳＯＮＮＡ+12

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

勢田川

BOD

（mg／R）

測定地点

平成19年12月結果 2.5 1.7 1.7 1.4

2.2 2.5 3.1 1.6

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

3.2 10.1 6.7 2.6

平成18年12月結果

平成18年度平均

環境基準 5mg／R以下（勢田大橋）
（12月５日　三重県環境保全事業団　分析）

環境課（1@15542）■勢田川水質調査結果

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大
きいほど汚れていることを示します。
水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費さ
れる酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。

（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

19
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●

前
山
町
自
治
会

広
報
用
具
購
入

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
４
９
）



種 別

婦　人

母　子

家庭児童

乳幼児

家庭教育

教　育

カウンセリング

青少年

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（1@15556）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（1@53676）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

（小俣総合支所・2階）（1@27887）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 毎週水曜日・木曜日

午後１時～５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 青少年相談センター

（小俣総合支所・2階）（1@27894）

就　職

と　き ２月19日を除く毎週火曜日

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

35歳以下の人またはその保護

者、学校の進路担当教諭

定　員 ５人（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー
222ー3309）または、商工労

政課（1@15568）へ電話

種 別

障がい者・
障がい児

心配ごと

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日
（実施しない場合あり）

午前９時30分～午後４時30分

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（1@06525）

相談方法 電話・来所

老　　人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター

（1@15583）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（1@26012）

双寿園（1@39231）

白百合園（1@71511）

山咲苑（1@62600）

正邦苑（1#81800）

みなと（1#50811）

楽寿苑（1#10050）

二見ふれあいプラザ（1$34423）

小俣（1@71155）

相談方法 電話・来所

と　き 第１水曜日（２月６日）

午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所

（1@70509）

と　き 第２水曜日（２月13日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）

（1@72425）

と　き 第３水曜日（２月20日）

午後１時～３時

ところ ハートプラザみその

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所

（1@26617）

と　き 第４水曜日（２月27日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）

（1$33994）

小・中学生の
不登校・いじ
め・友人関係・
学習など

非行・いじめなど

小・中学生の教育

〈要予約〉

カウンセラーによる

福祉サービスの
利用相談・日常
生活や就労の相
談支援など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）（1@81267）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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種 別

法　律

交通事故

相談日など

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けることはで
きません

と　き 毎週月曜日
午後１時30分～３時30分
※２月11日は祝日のため、２月
12日（火）に行います。

ところ 広報広聴課（1@15515）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 ８人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み 相談日当日の午後１時15分まで

に広報広聴課へ来所

と　き ２月７日（木）
午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会伊勢支所
（福祉健康センター内）（1@72425）

対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み １月31日（木）～２月６日（水）に、

社会福祉協議会伊勢支所へ来所
または電話

と　き ２月21日（木）
午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会二見支所
（二見ふれあいプラザ内）（1$33994）

対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み ２月14日（木）～20日（水）に、社会

福祉協議会二見支所へ来所また
は電話

と　き 第３水曜日（２月20日）
午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）
定　員 ４人（先着順）
申し込み 相談日当日の午前8時30分から

広報広聴課へ電話

と　き 月曜日～金曜日
午前９時～午後４時
（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口
(三重県栄町庁舎・３階）
（1津059ー228ー7350）

種 別

行　政

登　記

相談日など

と　き 第２火曜日（２月12日）
午後１時～４時
（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

人　権

公　証

と　き 第２木曜日（２月14日）
午後１時～４時
（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日
午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局
（1@86158）

と　き 第１木曜日（２月７日）
午後１時～４時
（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 月曜日～金曜日
午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター
（三重県栄町庁舎・３階）
（1津059ー228ー2212）
商工労政課（1@15512）

遺言・契約証明

と　き 第１・３火曜日（２月５日・19日）
午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 第２火曜日（２月12日）
午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター
問い合わせ 二見総合支所地域振興課

（1$21111）

と　き 第４火曜日（２月26日）

午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課

（1@27858）

（ ）

（ ）

消費生活
架空請求など（ ）

多重債務
司法書士による

クレジット・
消費者金融など（ ）

と　き 第３木曜日（２月21日）
午前９時30分～11時30分
（受け付けは午前11時まで）

ところ 市役所本館・２階第１会議室
定　員 ４人（先着順）
申し込み 相談日当日の午前８時30分から

広報広聴課（1@15515）へ電話

と　き ２月23日（土）
午前９時30分～午後４時

ところ 県伊勢庁舎・会議棟
定　員 30人（先着順）
申し込み ２月６日（水）～19日（火）に、商工

労政課（1@15512）へ来所また
は電話
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2月の無料相談

と　き ３月６日（木）
午後１時30分～３時30分

ところ 小俣保健センター
対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み ２月28日（木）～３月５日（水）に、

社会福祉協議会小俣支所（1@7

0509）へ来所または電話
※２月中に申し込みを開始するため、今
月号で掲載します。



まちの話題

五十鈴川河川敷でボランティア清掃

豊浜西小で防災学習

餅つき大会

夫婦岩が装いを新たに

福田首相が来勢

きね
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7

1
4
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人の動き（12月末現在）

総人口 135,955人（－91人）

世帯数 52,895世帯（－62世帯）

男性 64,596人（－32人）

女性 71,359人（－59人） ※外国人登録者を含む。

福田内閣総理大臣が、伊勢神宮参拝のため、伊勢市
を訪れました。
首相は、外宮・内宮を参拝した後、神宮司庁前でボー
イスカウト・
ガールスカ
ウト団員の
代表から花
束を贈呈さ
れました。

三重県建設業協会伊勢支部の会員約100人が、五十
鈴川河川敷（浦田橋から下流の両岸約500メートルの
範囲）の清掃活動を行いました。
この活動は、同支部に対して日ごろからご理解・ご
協力をいただいている市民の皆さんへの感謝の気持ち
と年末年始に伊勢を訪れるたくさんの人への「おもて
なしの心」
を込めて、
毎年実施し
ているもの
で、今年で
27年目を迎
えます。

大しめ縄が張り替えられ、夫婦岩の装いが新たに
なるのを一目見ようと、多くの人が二見興玉神社を
訪れました。
夫婦岩には、長さ35メートル・重さ40キログラム
の大しめ縄が５本架けられ、２つの岩が結ばれてい
ます。
なお、12月のほか５月５日と９月５日にも張り替

えられます。

４月20日
就航予定！

昭和19年に東南海地震が発生した日である12月７日
を挟む前後１週間に、市内の小・中学校9校で防災学
習が実施されました。
この日は、豊浜西小の児童114人が、「みんなで助け
合い、協力しよう」をテーマに、震災時の防災につい
て学び、その後、新聞紙を使ったスリッパ作りを体験
しました。

湯田保健福祉会館で「餅つき大会」が開催され、子ど
もからお年寄りまで、たくさんの人でにぎわいました。
この行事は、保健福祉会館運営委員会が毎年開催して
いるもので、地域住民の楽しみの一つとなっています。
「杵でついたお餅はひと味違う」といった様子で、参
加者たちは、
とてもおい
しそうにほ
お張ってい
ました。


